
ユーザーズガイド　ネットワークスキャン／ファクス／ネットワークファクス機能編



はじめに

このたびは弊社製品をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。
このユーザーズガイドには、bizhub C200 のネットワークスキャン、ファクス、ネットワークファクスの
操作方法、使用上のご注意、簡単なトラブルの処置方法などについて記載しています。本機の性能を十分に
発揮させて、効果的にご利用いただくために、必要に応じてこのユーザーズガイドをお読みください。
安全に正しくお使いいただくために、操作の前には必ず別冊の「安全にお使いいただくために」をお読みく
ださい。
商標およびライセンスについては、別冊の「商標／ライセンスについて」をごらんください。
ユーザーズガイド内で使用しているイラストなどは、実際の装置とは異なる場合があります。
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使いたい機能を調べるには

本書では、機能の設定方法や詳細について、以下のように紹介しています。

「操作の流れ」を理解する
本書で説明するおもな機能の使いかたについて、「操作の流れ」という章を設けています。このページでス
キャンやファクス送信のしかたなど、大まかな操作の流れをフロー図で理解してください。
フロー図のリンクをクリックすると、該当する機能設定のページへジャンプして詳細を調べることができます。

「メニューツリー」からさらに詳しく知る
本機では多くの機能を設定できます。設定したい項目がどのボタンの下にあるのかを知りたいときや設定で
きる項目の一覧を確認したいときは、「メニューツリー」のページをごらんください。メニューツリーの
ページは、ひとつのボタンの下が階層に分かれていて、メニューツリーのリンクをクリックすると、該当す
る機能設定のページへジャンプして詳細を調べることができます。
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本書について

本書は、bizhub C200 のネットワークスキャン、ファクス、ネットワークファクスに関するユーザーズガ
イドです。
ここでは、本書の構成や製品名などの表記について説明します。
本書はコンピューターの基本操作、および本機の基本操作を理解しているお客様を対象としています。
Windows またはMacintosh の各オペレーティングシステムの操作方法や、アプリケーションの操作方法
は、それぞれの操作説明書をごらんください。

本書の構成
本書は、以下の章から構成されています。
第 1章 ネットワークスキャン /ファクス /ネットワークファクス機能を使用する前に
本機のファクス /スキャン機能を使用する前に知っておいていただきたい項目を説明しています。

第 2章 操作パネル /液晶画面
操作パネルのキーのはたらきや、タッチパネルの使い方について説明しています。

第 3章 基本情報の登録
本機のファクス /スキャン機能を使用する前に必要な登録作業について説明しています。

第 4章 送信する
ネットワークスキャン、G3ファクス、ネットワークファクスを送信する操作の流れと、設定できる項
目を説明しています。おもな操作はフロー図で説明しています。各種操作の流れはフロー図を参考にし
てください。また、ファクス /スキャン機能を使うときに設定できる項目のメニューツリーも紹介して
います。メニューツリーのリンクをクリックすると設定画面の内容を説明したページが表示されます。

第 5章 受信する（G3/IP/I-FAX）
G3ファクス、ネットワークファクスの受信の概要について説明しています。

第 6章 電話をかける / 受ける（G3）
本機に外部電話機を接続した場合、電話のかけかた、受けかたを説明しています。

第 7章 便利な機能（G3/IP/I-FAX）
G3ファクス、ネットワークファクスの便利な機能について説明しています。

第 8章 レポート /リストの見かた
ファクス /スキャン機能を使うと自動的に印刷されるレポートや、設定メニューで印刷できるリストを
紹介しています。

第 9章 ユーザ設定 /ユーザ保守 /宛先登録
ファクス /スキャン機能に関係のある設定メニューの「ユーザ設定」「ユーザ保守」「宛先登録」の項目
を説明しています。章のはじめに記載されているメニューツリーのリンクをクリックすると設定画面の
内容を説明したページが表示されます。

第 10章 管理者保守設定
ファクス /スキャン機能に関係のある設定メニューの「管理者保守」の項目を説明しています。管理者
モードでは自局 IDなどを設定できます。章のはじめに記載されているメニューツリーのリンクをク
リックすると設定画面の内容を説明したページが表示されます。

第 11章 ファクス /スキャン機能で困ったとき
エラーメッセージが表示されたときや、うまく送受信できないときの対処方法が記載されています。

第 12章 付録
文字の入力方法、用語集が掲載されています。

第 13章 索引
製品仕様や、操作パネルで入力できる文字について説明します。
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 本書について
本書で説明している機能

ネットワークスキャン機能
本機でスキャンしたイメージデータを、ネットワークを経由して送信する機能です。ネットワークスキャン
には、以下の送信方法があります。

E-Mail 送信

ファイル送信（SMB）

ファイル送信（FTP）

G3ファクス機能
本機でスキャンしたイメージを、電話回線を経由して送信する機能です。

ネットワークファクス機能
本機でスキャンしたイメージデータを、ネットワークを経由して送信する機能です。G3ファクス機能のよ
うに、主に対応している機器の間で送受信を行いますが、ネットワークを経由することで通信コストをかけ
ずに類似した機能を実現できます。ネットワークファクスには、以下の送信方法があります。

インターネットファクス

IP アドレスファクス

IP 中継

表記について

本書では、機能名の見出しのあとに、該当する送信方法を略称で記載しています。

画面表示について
本書では、オプションの FAXキットを装着した状態の画面を基本に説明しています。

製品名 本書の表記

bizhub C200 本機、本製品、C200

Microsoft Windows 2000 Windows 2000

Microsoft Windows XP Windows XP

上記OS を組み合わせて併記する場合 Windows 2000/XP

送信方法 略称

G3ファクス G3

インターネットファクス I-FAX

IP アドレスファクス IP

IP 中継 中継

E-Mail 送信 E-Mail

ファイル送信（SMB） SMB

ファイル送信（FTP） FTP

G3ファクス、IPアドレスファクス、インターネット
ファクスを組み合わせて併記する場合

G3/IP/I-FAX
10



 本書について
ページの見かた
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マニュアル体系について

本製品のユーザーズガイドには、印刷物の冊子でご提供するユーザーズガイドと、ユーザーズガイドCD に
収められたPDF のユーザーズガイドがあります。

印刷物のユーザーズガイド
●すぐに使える操作ガイド
すぐに本製品をご利用いただけるよう使用頻度の高い機能や操作方法を紹介しています。
本製品をはじめてお使いになる場合や機能の概要を知りたい場合は、このユーザーズガイドをごらんくださ
い。

●安全にお使いいただくために
本製品を安全にお使いいただくために守っていただきたい注意事項とお願いを記載しています。
本製品をお使いになる前に必ずお読みください。

ユーザーズガイドCD 収録のユーザーズガイド
●ユーザーズガイド（コピー機能編）
本製品のコピー機能およびメンテナンス方法について記載しています。
用紙と原稿について、便利な応用コピーのとりかた、消耗品の交換方法、紙づまりなどのトラブル対処方法
を知りたい場合は、このユーザーズガイドをごらんください。

●ユーザーズガイド（プリンター機能編）
標準装着のプリンターコントローラーで設定できるプリンター機能について記載しています。
プリンター機能の使い方を知りたい場合は、このユーザーズガイドをごらんください。

●ユーザーズガイド（ネットワークスキャン／ファクス／ネットワークファクス機能編）＜本書＞
ネットワークスキャン機能、G3ファクス機能、ネットワークファクス機能について記載しています。
Eメールなどによるネットワークスキャン機能やG3ファクス、インターネットファクス、IP アドレス
ファクス、IP 中継配信の使い方を知りたい場合は、このユーザーズガイドをごらんください。
G3ファクス機能、インターネットファクス機能、IP アドレスファクス機能、IP 中継配信機能をご利用に
なるには、別途オプションの FAXキットを購入していただく必要があります。

●ユーザーズガイド（ファクスドライバー機能編）
コンピューターから直接ファクス送信を行うファクスドライバーの機能について記載しています。
PC-FAX の使い方を知りたい場合は、このユーザーズガイドをごらんください。
ファクス機能をご利用になるには、別途オプションの FAX キットを購入していただく必要があります。

●ユーザーズガイド（ネットワーク管理者編）
本製品をネットワークに接続して利用するときに必要となる設定の内容や、ソフトウェアDIPSWによる設
定の変更方法、Assistant tool for C200 の使い方について記載しています。
ネットワーク設定、ソフトウェアDIPSW、Assistant tool for C200 について知りたい場合は、このユー
ザーズガイドをごらんください。

●商標／ライセンスについて
商標およびライセンスについて記載しています。
本製品をお使いになる前に必ずお読みください。
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第 1章

ネットワークスキャン/ファクス/ネッ
トワークファクス機能を使用する前に第1章
本機のファクス、スキャン機能を使用する前に知っておいていただきたいことを説明します。

1.1　 知っておいていただきたいこと ...........................................................................1-2
1.2　 概要 ................................................................................................................1-5



1.1　知っておいていただきたいこと

1.1.1 送信機能について

機能の種類
本機では、スキャンした画像をネットワークや電話回線を通じて送受信
できます。このユーザーズガイドで紹介している機能は以下のとおりで
す。

ファクス機能（G3）使用時の注意
本機はカラーでファクスを送受信することはできません。
本機を接続することのできる電話回線は以下のとおりです。

加入電話回線（ファクス通信網を含む）

PBX（構内交換機 2線式）

使用する電話回線について以下の項目を確認してください。
外部電話としてビジネスホンを接続することはできません。

キャッチホンとの併用はできません。

お客様のお使いの社内ネットワークなどで、デジタル専用線を多
重化している場合は、ファクス通信の伝送速度が制限されたり、
SuperG3 による通信ができなくなる可能性があります。

ごくまれに、工場出荷時の設定で通信エラーが発生する場合があります。
これらの制約は、多重化装置が音声使用を前提に回線の使用帯域をぎり
ぎりまで制限しているためです。なお、ネットワークを構成する装置に
よってもこれらの制約は異なります。詳しくは、お客様がお使いのネッ
トワーク管理者にお問い合わせください。

ネットワークファクス使用時の注意
ネットワークファクス機能を使用するためには、以下の環境が必要です。

本機がネットワークに接続されている＜必須＞

TCP/IP ネットワークの環境下で使用できます。はじめにネットワーク
に接続するためのケーブルを接続します。
詳しくは、「ネットワークの接続と設定」（p. 3-2）をごらんください。
また、ネットワーク上で使用するためには本機の IP アドレスなどの設定
が必要です。詳しくは、「ユーザーズガイド ネットワーク管理者編」を
ごらんください。

【主電源スイッチ】をOFF/ONす
る場合は、主電源をOFFにして、
10秒以上経過してからONにして
ください。間隔をあけないと正常
に機能しないことがあります。

ネットワークスキャン機能 ･ E-Mail 送信
･ SMB送信
･ FTP送信

ファクス機能 ･ G3ファクスの送受信
･ ポーリング

ネットワークファクス機能 ･ インターネットファクス（I-FAX）
･ IP アドレスファクス
･ IP 中継
ネットワークスキャン /ファクス /ネットワークファクス機能を使用する前に 1-2



1.1　 知っておいていただきたいこと
インターネットファクス使用時の注意
インターネットファクス機能を使用できる環境は以下のとおりで
す。
本機がネットワークに接続され、電子メールの送受信ができる

電子メールの送信を行った場合、ネットワークの状況などにより
添付ファイルが破損する場合があります。送信文書の添付ファイ
ルが破損していないか必ず確認してください。
オプションの FAXキットが装着されていない状態でインターネッ
トファクスを行った場合、送受信データが装置のメモリ内に残っ
ている状態で主電源をOFFにしたり停電に遭遇すると、メモリ内
のデータが消失します。
例えば、用紙がない状態でインターネットファクスを受信すると、
受信したデータは印刷されずに装置のメモリ内にデータが保存さ
れます。この状態で主電源をOFFにすると、メモリ内のデータは
消失し、印刷できません。

IP アドレスファクス使用時の注意
IP アドレスファクスは、弊社製の対応機種間でのみ動作します。
対応機種以外での動作は保証できません。

ネットワークスキャン/ネットワークファクス使用時の注
意
インターネットファクスおよびE-Mail 送信は、メールサーバーを
介した送受信を行います。相手先との直接通信は行いません。ま
た、サーバーとの通信正常終了をもって、送信完了として扱いま
す。
メールサーバーから相手先の間で何らかの原因により送信できな
かった場合には、サーバーからのエラーメールが返ってきます。
エラーメールが何らかの原因で返送されないこともあります。確
実な送信が必要な場合には、送信後に必ず電話で確認してくださ
い。
インターネット /イントラネットを使った通信は秘匿性が低いの
で、重要な書類は一般加入回線での送信をおすすめします。
LAN経由での電話は使用できません。

インターネット /イントラネットの回線の混み具合によっては、送
信まで時間がかかることがあります。
原稿枚数やイメージデータ量が多い場合、経由するメールサー
バーによっては送信できないことがあります。

以下の機能は、一般電話回線を使用したG3ファクス通信では使用でき
ますが、ネットワークスキャン /ネットワークファクス機能では使用で
きません。

ポーリング受信

即時送信

パスワード送信

リモートコピー

親展ボックス

掲示板登録

オンフック

掲示板リモート取出し

縮小禁止

ひとこと

パスワード送信、リモートコピー
は設定できますが機能しません。
ネットワークスキャン /ファクス /ネットワークファクス機能を使用する前に 1-3



1.1　 知っておいていただきたいこと
1.1.2 部門の認証
本機の使用にあたって、部門名、パスワードを入力するよう設定されて
いる機器があります。使用できる部門名は管理者に確認してください。

部門認証
部門名とパスワードを入力し、［ログイン］または【ID】を押します。
ネットワークスキャン /ファクス /ネットワークファクス機能を使用する前に 1-4



1.2　概要

1.2.1 ネットワークスキャン機能でできること
本機のADFまたは原稿ガラスから原稿の画像を読取ることを「スキャ
ンする」といいます。スキャン機能ではデータを一時的に本体内部のメ
モリに保存することで、ネットワークを通じた送信が可能です。

E-Mail 送信
スキャンしたデータを指定した電子メールアドレスに送信できます。本
機のタッチパネルで宛先を指定し、スキャンしたデータを添付ファイル
として送信します。

FTP送信
スキャンしたデータを指定した FTPサーバーにアップロードします。本
機のタッチパネルで FTPサーバーのアドレスやログインパスワードを入
力します。
FTPサーバーにアップロードしたデータはネットワーク上のコンピュー
ターから FTPサーバーにアクセスし、ダウンロードできます。

原稿

本体 電子メール +
スキャンデータ

メール受信

SMTPサーバー POPサーバー
インターネット

メモリー

原稿

本体

メモリー

スキャンデータ ダウンロード

FTPサーバー
インターネット
ネットワークスキャン /ファクス /ネットワークファクス機能を使用する前に 1-5



1.2　 概要
SMB送信
スキャンしたデータを設定したコンピューターの共有フォルダーに送信
できます。本機のタッチパネルで対象となるホスト名やファイルパスな
どを入力します。

1.2.2 ファクス機能でできること

G3ファクスの送受信
G3ファクスの送受信ができます。本機のタッチパネルで宛先を指定し、
同報で送信することもできます。

原稿

本体
スキャンデータ

共有フォルダーに保存メモリー

送信

受信
ネットワークスキャン /ファクス /ネットワークファクス機能を使用する前に 1-6



1.2　 概要
ポーリング
ポーリング指示を送ることで相手先ファクスから原稿を受信したり
（ポーリング受信）、相手先からの指示で送信される原稿をあらかじめ登
録する（ポーリング送信）ことができます。ポーリング送信ではポーリ
ング送信ボックスを使う方法と、掲示板ボックスを使う方法があります。

1.2.3 ネットワークファクス機能でできること

インターネットファクス
イントラネット（企業内ネットワーク）やインターネットを経由して、
読取った原稿を、電子メールの添付ファイル（TIFF 形式）として送受信
します。イントラネット /インターネット経由で通信するため、一般の
ファクス通信に比べて通信コストを大幅に削減できます。相手先の E-
Mail アドレスを指定して送信します。

送信受信

閲覧

登録

掲示板

ポーリング

原稿 電子メール + 
TIFF 形式の
添付ファイル

SMTP
サーバー

イントラネット /
インターネット

POP
サーバー

インター
ネットファ
クス受信
ネットワークスキャン /ファクス /ネットワークファクス機能を使用する前に 1-7



1.2　 概要
IP アドレスファクス
IP ネットワーク上で通信できるファクスで、相手先ファクスの IP アド
レスまたはホスト名を指定して送信します。
G3ファクスやインターネットファクスとの違いは以下のとおりです。

イメージデータ送受信のプロトコルにはSMTPを使用します。

イントラネット（企業内ネットワーク）でのみ使用できます。

インターネットファクスのようにメールサーバーは必要ありませ
ん。

IP 中継配信
LANで接続された中継機を経由してファクス送信します。
イントラネット内で電話回線に接続した中継機が 1台あれば、LANで
接続した複数の指示機からファクスを送信することができます。

中継依頼をして文書を送信するファクスを「指示機」といいます。

指示機からファクスを受け取り、中継を行うファクスを「中継機」
といいます。

SMTP

・相手先の IPアドレスまたはホスト名を指定して送信する

イントラネット

指示機

中継機 中継配信先

イントラネット

電話回線
ネットワークスキャン /ファクス /ネットワークファクス機能を使用する前に 1-8



第 2章

操作パネル /液晶画面 第2章
本機を操作するパネルと液晶画面（タッチパネル）のはたらきについて説明します。

2.1　 操作パネル .......................................................................................................2-2
2.2　 タッチパネル ....................................................................................................2-4
2.3　 設定内容の確認 /登録 ......................................................................................2-10



2.1　操作パネル

タッチパネルに強い力を加えると、
タッチパネルに傷が付いて破損の
原因となります。
タッチパネルを強く押したり、先
のとがったシャープペンシルなど
で押さないでください。

No 名称 説明

1 タッチパネル 各設定画面やメッセージが表示されます。
タッチパネルに直接タッチして各設定を行うこと
ができます。

2 【設定内容】キー 各種機能の設定を確認することができます。

3 【設定メニュー /カ
ウンタ】キー

設定メニュー画面、セールスカウンタ画面に切換
えることができます。

4 【ファクス /スキャ
ン】キー

ファクス機能、スキャナー機能に切換わります。
ファクス機能、スキャナー機能中は【ファクス /
スキャン】が緑色に点灯します。

5 【コピー】キー コピー機能に切換わります。（初期設定ではコピー
機能が選択されています。）
コピー機能中は【コピー】が緑色に点灯します。
詳しくは、「ユーザーズガイド コピー機能編」を
ごらんください。

6 【リセット】キー 操作パネル、またはタッチパネルで入力した全て
の設定（登録した設定は除く）をリセットできま
す。

7 【ID】キー 部門管理を設定している場合、部門名とパスワー
ドを入力したあとにこのキーを押すと本機が使用
できるようになります。

8 【副電源スイッチ】 本機の動作をON/OFF します。OFFのときは節
電状態となります。

9 【割込み】キー 割込み機能に切換わります。割込み機能中は【割
込み】が緑色に点灯し、タッチパネルに「割込み
中です。」と表示されます。割込み機能中に【割込
み】を押すと割込み機能を解除できます。
詳しくは、「ユーザーズガイド コピー機能編」を
ごらんください。

10 【ストップ】キー コピー中に【ストップ】を押すと、コピーを中止
します。動作中のコピージョブは削除されます。
詳しくは、「ユーザーズガイド コピー機能編」を
ごらんください。
スキャン中またはダイアル中に【ストップ】を押
すと、ジョブ削除の確認画面が表示されます。
ジョブを削除する場合は確認画面でジョブを選択
します。

1 2 3

7
8
9

10

11

121315 1417 16

4 5 6
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2.1　 操作パネル
11 【スタート】キー コピー、スキャン、ファクスなどの動作を開始し
ます。本機が動作を開始できる状態のときは【ス
タート】が青色に点灯します。【スタート】がオレ
ンジ色に点灯しているときはコピーを開始できま
せん。
一時停止中のジョブが再開します。

12 主電源ランプ 【主電源スイッチ】がONのときに緑色に点灯しま
す。

13 テンキー 部数の設定ができます。
倍率の入力ができます。
各種の設定値の入力ができます。

14 【C】クリアキー テンキーで入力した数値（コピー部数、倍率、サ
イズ、設定値など）を取消すことができます。

15 【コントラスト】ダ
イアル

タッチパネルのコントラストの調整ができます。

16 【拡大表示】キー 拡大表示画面に切換えることができます。

17 【ユニバーサル】
キー

ユニバーサル機能の設定画面に切換わります。

No 名称 説明
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2.2　タッチパネル

2.2.1 全体の画面構成

タッチパネルに表示されるアイコン
アイコン表示エリアには、本機の状態を示すアイコンが表示されること
があります。表示されるアイコンの種類は以下のとおりです。

No 名称 説明

1 メッセージ表示エ
リア

本機の状態や操作手順などを表示します。

2 機能表示エリア 機能を選択するキーが表示されています。このエ
リアで各種機能を設定します。キーを押すことに
より、画面が各機能の設定画面に切換わります。

3 アイコン表示エリ
ア

装置の状態を表すアイコンや［ジョブリスト］［ア
ラーム］を表示します。

アイコン 説明

コピー動作中を示します。

受信ジョブの印刷中を示します。

印刷待ちのジョブがあることを示します。

受信ジョブの印刷停止が設定されていることを示します。

機能に関係なく、本機がデータを受信していることを示
します。

機能に関係なく、本機からデータを送信していることを
示します。

部門管理モードで、部門にログインしている状態を示し
ます。

受信文書があることを示します。

着信方式を手動に設定していることを示します。

給紙トレイに用紙がセットされていないことを示します。

1

2

3
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2.2　 タッチパネル
2.2.2 ジョブリストの表示と操作
タッチパネルの下エリアには、ジョブの状態を確認できるキーが表示さ
れます。［ジョブリスト］を押すと、本機が実行中のジョブやジョブの履
歴、受信した文書の確認ができます。

ジョブ
文書の印刷、送信、受信など動作の指示をジョブと呼びます。［ジョブ］
を押すと現在動作中のジョブが表示されます。

通信
［通信］を押すと送信 /受信状態の確認ができます。

［↑］［↓］を押して送受信の状態を確認します。

［受信文書］/［送信文書］を押すと文書の種類を切替えること
ができます。

［ ］が表示されている場合は、タイマー通信の時刻を表示し
ています。
送信待ちの文書の場合、［削除］を押すと文書が削除されます。

［再送信］または［相手先変更］が表示されている場合は、原
稿をセットし直さなくても再送信できます（最大 5文書）。

トナーカートリッジの交換時期を示します。

イメージングユニットの交換時期を示します。

廃棄トナーボックスの交換時期を示します。

POPサーバーへの接続エラー時に表示されます。

画像安定化機能、印刷機能、スキャナー機能に異常が発
生していることを示します。
サービス実施店に連絡してください。

アイコン 説明
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2.2　 タッチパネル
［途中結果レポート］が表示されている場合は、送信の途中結
果レポートをプリントして送信状況を確認できます。

表示できるジョブの数は以下のとおりです。

文書
掲示板、強制メモリ受信した文書などの保存状況が確認できます。ここ
で文書の削除、プリントもできます。

文書－掲示板
掲示板に登録された文書を確認できます。

A 確認する掲示板を選択します。

ひとこと

ソフトスイッチ設定により、不達
文書のメモリへの保存時間を設定
できます。詳しくは、「ユーザーズ
ガイド ネットワーク管理者編」を
ごらんください。

文書 最大表示数

送信中、送信待ちの文書 64

送信済み文書 96

受信中および受信プリント待ちの文書 48

受信済み文書 96

ひとこと

［掲示板］はオプションの FAX
キットを装着している場合に表示
されます。
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2.2　 タッチパネル
B 掲示板のパスワードを入力し、［OK］を押します。

C 掲示板の詳細を確認し、［OK］を押します。
文書を削除する場合は、［削除］を押します。

文書をプリントする場合は、［プリント］を押します。

文書－受信文書
受信した文書を種類別に確認できます。文書の種類を選択して、文書を
確認します。 ひとこと

［G3-1］［G3-2］はオプションの
FAXキットを装着している場合に
表示されます。

項目 説明

一般文書 通常の受信文書が保存されます。

ネットワーク インターネットファクスなど、ネットワークで受信した
文書が保存されます。

G3-1 G3-1 ポートで受信したファクス文書が保存されます。

G3-2 G3-2 ポートで受信したファクス文書が保存されます。
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2.2　 タッチパネル
文書－受信文書－受信ボックス
F コード、ダイアルイン、ナンバーディスプレイなどで受信した文書を
条件ごとの受信ボックスに保存しています。

A 受信ボックスを選択します。

B F コード親展送信などでパスワードが設定されている場合は、
パスワードを入力して［OK］を押します。

C 文書の詳細を確認し、［OK］を押します。
文書を転送する場合は、［転送］を押して転送先を設定しま
す。

･ あらかじめ受信ボックスの設定
が必要です。詳しくは、「文書管
理－受信文書－ボックス（G3）」
（p. 10-14）をごらんください。
･ オプションの FAXキットを装着
している場合に操作できます。
FAXキットを装着していない場
合は、タブは表示されますが操
作できません。
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2.2　 タッチパネル
文書－機密文書
機密文書を確認、プリントできます。プリント時に指定した機密文書 ID
と機密文書パスワードを入力します。

A ［機密文書 ID］を押して IDを入力します。

B ［機密文書パスワード］を押して機密文書パスワードを入力しま
す。

C 機密文書のファイル名を確認し、選択します。
表示されているすべての文書をプリントする場合は、［一括
プリント］を押します。
表示されているすべての文書を削除する場合は、［一括削除］
を押します。

D 機密文書の詳細を確認し、［OK］を押します。
文書を削除する場合は、［削除］を押します。

文書をプリントする場合は、［プリント］を押します。

ひとこと

･ 機密文書（セキュリティ印刷）
はプリンタードライバーから設
定します。詳しくは、「ユーザー
ズガイド プリンター機能編」を
ごらんください。
･ 機密文書の機能はオプションの
拡張メモリが必要です。
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2.3　設定内容の確認 /登録

2.3.1 設定内容を確認する
宛先や画質など、各種設定内容を確認するときに【設定内容】を押しま
す。以下の内容を確認できます。

宛先の確認 /追加

［画質］設定内容

［メニュー］設定内容

設定内容－宛先
送信先として登録されている宛先の一覧を表示します。

宛先を新しく追加するには、［次宛先］を押します。

設定内容－画質
［画質］タブで設定した内容の一覧が表示されます。変更する場合は各機
能のキーを押します。

設定内容－メニュー
［メニュー］タブで設定した内容の一覧が表示されます。変更する場合は
各機能のキーを押します。 ひとこと

オプションのFAXキットを装着し
ていない場合は、「クイック送信」
などファクス機能の項目は表示さ
れません。
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2.3　 設定内容の確認 /登録
2.3.2 現在の設定内容を初期設定値にする

A 画質、メニューなどの内容を設定し、【設定内容】を押します。

B ［登録］を押します。

C ［初期設定］を押します。

2.3.3 現在の設定内容をプログラム登録する

プログラムの登録
宛先やスキャンの設定をプログラムとして登録します。

A 画質、メニューなどの内容を設定し、【設定内容】を押します。

B ［登録］を押します。

･ プログラムは最大30個まで登録
できます。ただし、ワンタッチ
との合計が300個を超えること
はできません。
･ ひとつのプログラムに、宛先は
210個まで登録できます。
･ プログラムは本機のタッチパネ
ルだけでなく、ネットワーク上
のコンピューターから
Assistant tool for C200 を使
用して登録することもできます。
詳しくは、「ユーザーズガイド 
ネットワーク管理者編」をごら
んください。
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2.3　 設定内容の確認 /登録
C ［プログラム］を押します。

D 登録するワンタッチを押します。

E プログラム名を入力し、［次へ］を押します。
プログラム名は半角 24文字（全角 12文字）以内で入力しま
す。

F プログラム名の読み仮名を入力し、［OK］を押します。
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2.3　 設定内容の確認 /登録
プログラムの変更
プログラムの設定を変更することができます。

A 設定を変更します。
［画質］：画質の設定を変更できます。

［メニュー］：送信の機能を変更できます。

B 【設定内容】を押します。

C ［登録］を押します。

D ［プログラム］を押します。

E 変更したいプログラムのワンタッチを押します。

F メッセージを確認し、上書きする場合は［はい］を押します。
名称を変更する場合は、名称を変更します。

G ［OK］を 3回押します。

プログラムの削除
登録したプログラムの名称を変更したり、削除できます。

A プログラムのワンタッチを押します。

B 削除する場合は、［削除］を押します。
メッセージを確認し、削除する場合は［はい］を押します。
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第 3章

基本情報の登録 第3章
スキャン、ファクス機能を使用する前に必要な設定や登録について説明します。
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3.1　はじめて使用する場合

初めて使用するときは、以下の登録が必要です。

3.1.1 必要な環境と設備
各種機能を使用するために必要な環境と設備は以下のとおりです。

3.1.2 ネットワークの接続と設定
ネットワークスキャン機能、ネットワークファクス機能のようにイメー
ジデータをネットワーク経由で送信する機能を使用する場合、ネット
ワークへの接続と設定が必要です。

ネットワークの接続
本機のEthernet コネクタに、ネットワークに接続されたUTPケーブ
ル（カテゴリー 5以上推奨）を接続します。

機能 環境と設備

ネットワークスキャン機能 ･ ネットワークの接続
･ ネットワークの設定

G3ファクス機能 ･ FAXキット（オプション）の装着
･ モジュラーケーブルの接続

ネットワーク
ファクス機能

インターネット
ファクス

･ ネットワークの接続
･ ネットワークの設定

IPアドレス
ファクス

･ FAXキット（オプション）の装着
･ ネットワークの接続
･ ネットワークの設定

IP中継送信 ･ FAXキット（オプション）の装着
･ モジュラーケーブルの接続
･ ネットワークの接続
･ ネットワークの設定
･ 中継送信の設定

LANケーブル用コネクター
基本情報の登録 3-2



3.1　 はじめて使用する場合
ネットワークの設定
IP アドレスの割り当てやSMTPサーバーの設定などが必要です。詳し
い操作の手順は「ユーザーズガイド ネットワーク管理者編」をごらんく
ださい。

本機のE-Mail アドレスの設定
スキャンしたデータをE-Mail 送信したり、インターネットファクスを
使用する場合は、本体に E-Mail アドレスを登録する必要があります。
この E-Mail アドレスはデータを送受信するときに使用します。通常は
管理者登録のE-Mail アドレスを使用することをおすすめします。
アドレスの入力がないときはE-Mail 送信はできません。

3.1.3 モジュラーケーブルの接続
電話回線を使用するファクスを送受信する場合に接続します。G3ファ
クスを使用する場合は、オプションの FAXキットを装着する必要があ
ります。また、2回線を使用する場合はさらにオプションの回線拡張
キットを装着する必要があります。
電話回線に接続したモジュラーケーブルを所定のコネクタに接続してく
ださい。接続するコネクタの位置は「ユーザーズガイド コピー機能編」
をごらんください。

ひとこと

ユーザー認証を設定しているとき
は、ユーザーごとに設定したE-
Mail アドレスが発信元アドレスと
なります。

本機のE-Mail アドレスの設定は、
「ユーザーズガイド ネットワーク
管理者編」をごらんください。
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3.2　宛先登録

ファクス、スキャンしたデータの送信先（宛先）を登録します。登録方
法は以下の種類があります。

本機のタッチパネルから設定する

ネットワーク上のコンピューターからAssistant tool for C200
を使う

3.2.1 ワンタッチ
ワンタッチには以下の種類があります。ワンタッチの登録方法は、「宛先
登録－ワンタッチ」（p. 9-10）をごらんください。

E-Mail 送信

ファクス送信（G3）

ファイル送信（SMB）

ファイル送信 (FTP）

IP アドレスファクス送信

インターネットファクス送信

IP 中継送信

3.2.2 プログラム宛先
ワンタッチを組み合わせて複数の宛先を登録したり、読込みの設定など
をまとめてひとつのプログラムとして設定します。いつも同じ条件でス
キャン、送信する場合などに便利です。

ひとこと

Assistant tool for C200 のログ
イン方法などについては、「ユー
ザーズガイド ネットワーク管理者
編」をごらんください。

詳しくは、「現在の設定内容をプロ
グラム登録する」（p. 2-11）をご
らんください。
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3.3　その他必要に応じて行う設定

使い方に応じて以下の設定もできます。

画面表示の設定
操作パネルの【ファクス /スキャン】を押したときや、【リセット】を押
したときに表示される画面の内容を設定します。

中継送信の設定
IP 中継送信を行う場合、本機は指示機として使用することも、中継機と
して使用することもできます。

本機を中継機として使用するには、あらかじめ「ゲートウェイ送
信」を「許可」に設定しておく必要があります。
本機を指示機として使用するには、あらかじめ「ネットワーク設
定」で中継機を登録する必要があります。

･ 詳しくは、「画面設定－優先画
面」（p. 9-4）または「画面設定
－優先ファクス画面」（p. 9-5）
をごらんください。
･ IP 中継を行うためのネットワー
ク設定について、詳しくは
「ユーザーズガイド ネットワーク
管理者編」をごらんください。
基本情報の登録 3-5



第 4章

送信する 第4章
ファクス、スキャンしたデータを送信する方法と設定できる機能について説明しています。
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4.1　操作の流れ

4.1.1 スキャン /ネットワークファクス
スキャン送信およびネットワークファクス機能を使う場合の手順のながれを説明します。

【ファクス /スキャン】キーを押す

宛先を指定する
［ワンタッチ］から ［ダイアル］から ［検索］から（p. 4-12） LDAP検索（p. 4-12）
（p. 4-10） （p. 4-14） ワンタッチ検索

ひとこと

･ オプションの FAXキットを装着していない場合は、［ダイアル］の部分が［アドレス］と表示されます。
･ LDAP検索の画面は、あらかじめ LDAPサーバーを登録している場合に表示されます。

送信の設定を行う
画質（p. 4-20） メニュー（p. 4-25）
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4.1　 操作の流れ
原稿をセットする

【スタート】キーを押す
送信する 4-3



4.1　 操作の流れ
4.1.2 ファクス（G3）、同報送信
G3ファクスを使う場合の手順のながれを説明します。

【ファクス /スキャン】キーを押す

宛先を指定する
［ワンタッチ］から ［ダイアル］から ［検索］から（p. 4-12） LDAP検索（p. 4-12）
（p. 4-10） （p. 4-14） ワンタッチ検索

ひとこと

･ オプションの FAXキットを装着していない場合は、［ダイアル］の部分が［アドレス］と表示されます。
･ 同報送信を行う場合は、複数の宛先を選択します。
･ LDAP検索の画面は、あらかじめ LDAPサーバーを登録している場合に表示されます。

送信の設定を行う
画質（p. 4-20） メニュー（p. 4-25）
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4.1　 操作の流れ
原稿をセットする

【スタート】キーを押す
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4.1　 操作の流れ
4.1.3 プログラムの呼び出し
登録したファクス /スキャンプログラムを呼び出すながれを説明します。

【ファクス /スキャン】キーを押す

［ワンタッチ］を押す

プログラムを選択する

枠が二重になっているキー
がプログラムです。
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4.1　 操作の流れ
プログラム登録の内容と手順は「現在の設定内容をプログラム登録する」（p. 2-11）をごらんください。

送信の設定を確認する
画質（p. 4-20） メニュー（p. 4-25）

原稿をセットする

【スタート】キーを押す
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4.2　ファクス /スキャンモードメニューツリー

ファクス /スキャンモードで操作できる機能の構成や設定項目は以下のようになっています。

［ワンタッチ］タブ（p. 4-10）
［ワンタッチ］で操作できる内容は以下のとおりです。

［検索］タブ（p. 4-12）
［検索］で操作できる内容は以下のとおりです。

（*） あらかじめ管理者設定で LDAPサーバーを登録している場合に、ワンタッチ検索または LDAP検索を選択する画
面が表示されます。
（*2）LDAPサーバーを複数登録している場合に表示されます。

［ダイアル］タブ（p. 4-14）
［ダイアル］で操作できる内容は以下のとおりです。

ひとこと

オプションのFAXキットを装着していない場合は［アドレス］と表示されます。

オフフック *（p. 4-19）

チェーンダイアル *2（p. 4-19）

（*） オプションの FAXキットを装着していない場合は表示されません。
（*2）オプションの FAXキットを装着していない場合は「チェーン指定」と表示されます。

インデックス一覧（p. 4-11）

ワンタッチ検索
LDAP検索 * LDAPサーバー検索 *2 検索方法 / 対象 / 条件

通信モード G3ファクス *（p. 4-14） G3-1
G3-2

NWファクス インターネット FAX（p. 4-16）
IPアドレス FAX（p. 4-17）
IP中継（p. 4-17）

PC E-Mail（p. 4-18）
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4.2　 ファクス /スキャンモードメニューツリー
［画質］タブ（p. 4-20）
［画質］で設定できる内容は以下のとおりです。

［メニュー］タブ（p. 4-25）
［メニュー］で設定できる内容は以下のとおりです。

（*） オプションの FAXキットを装着していない場合は表示されません。
（*2）オプションのファクス済みスタンプユニットが必要です。

画質 画質（p. 4-20）
解像度（p. 4-21）

濃度（p. 4-21）
倍率 /範囲 倍率（p. 4-22）

読込み範囲（p. 4-22）
カラー（p. 4-22）
ファイル形式 ファイル形式（p. 4-23）

ページ設定（p. 4-24）
下地調整（p. 4-24）

設定1 発信元（p. 4-25）
結果レポート（p. 4-25）
2in1（p. 4-26）
両面送信（p. 4-26）
回転送信（p. 4-27）

設定2 優先送信（p. 4-27）
タイマー通信（p. 4-27）
スタンプ *2（p. 4-28）

ファクス * クイック送信（p. 4-28）
パスワード送信（p. 4-29）
リモートコピー（p. 4-29）

ネットワーク タイトル（p. 4-30）
Reply（p. 4-30）
ファイル名（p. 4-30）

応用 * 掲示板登録（p. 4-31）
ポーリング送信（p. 4-32）
リモート取出し（p. 4-33）
ポーリング受信（p. 4-34）
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4.3　ファクス /スキャン初期画面

4.3.1 画面構成の説明
【ファクス / スキャン】を押すと、以下の画面が表示されます。

4.3.2 ワンタッチ
あらかじめワンタッチに登録した宛先やプログラムから宛先を指定しま
す。

1 2

3
6

4 5

7

ひとこと

オプションの FAXキットを装着し
ていない場合には、以下のように
表示が変わります。
･［オンフック］→表示されません
･［チェーンダイアル］→［チェー
ン指定］
･［ダイアル］→［アドレス］

No 項目 説明 参照先

1 ［オンフック］ オフフックしてダイアルできます。 p. 4-19

2 ［チェーンダイ
アル］

ワンタッチに登録した宛先とダイアル入力
を組み合わせてダイアルできます。

p. 4-19

3 ［ワンタッチ］ あらかじめ登録された宛先から送信先を選
択します。

p. 4-10

4 ［検索］ 登録された宛先を検索します。 p. 4-12

5 ［ダイアル］ 登録されていない宛先を直接入力して指定
します。

p. 4-14

6 ［画質］ 解像度、濃度、カラー、ファイル形式など
を設定できます。

p. 4-20

7 ［メニュー］ 発信元の設定やパスワード送信などを設定
できます。

p. 4-25

･ ワンタッチへの登録方法は、「宛
先登録－ワンタッチ」（p. 9-10）
をごらんください。
･ プログラムの登録方法は、「プロ
グラムの登録」（p. 2-11）をご
らんください。

ひとこと

一度に指定できる宛先は最大 210
か所までです。ダイアルで指定で
きるのは、最大 12か所までです。
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4.3　 ファクス /スキャン初期画面
ワンタッチ－インデックス一覧
本機のワンタッチ画面は 20個のインデックスキーがあり、それぞれの
インデックスに 15件までのワンタッチを登録できます。インデックス
キーに「支社」「顧客」などと名称を付け、ワンタッチを分類しておくと
目的のワンタッチを探しやすくなります。
［インデックス一覧］を押すと登録されているインデックスが表示されま
す。インデックスキーを押すとインデックスに登録されているワンタッ
チを表示できます。

ワンタッチ番号
ワンタッチには、キーごとに番号が設定されています。ワンタッチキー
を押すかわりにワンタッチ番号を指定することで宛先を指定できます。
ワンタッチ番号の設定は以下のとおりです。

～

ワンタッチ番号を指定するときは、【＃】を押してから 3桁の数字をテ
ンキーで入力します。

インデックスの登録方法は、「宛先
登録－インデックス」（p. 9-22）
をごらんください。
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4.3　 ファクス /スキャン初期画面
4.3.3 ワンタッチ検索
ワンタッチに登録した相手先名で検索することができます。検索は読み仮
名で行います。相手先名の読み仮名を入力し、［検索］を押してください。

4.3.4 LDAP検索
LDAPサーバーに登録された宛先を検索して指定することができます。

検索方法の選択
LDAP検索が可能な場合は、［検索］を押すと以下の画面が表示されま
す。ワンタッチ検索または LDAP検索を選択します。

LDAPサーバーの選択
LDAPサーバーを複数登録している場合、どの LDAPサーバーを検索
するか選択します。

ひとこと

LDAP検索を行うには、あらかじ
め管理者設定で検索できる LDAP
サーバーを登録しておく必要があ
ります。LDAPサーバー登録につ
いて詳しくは、「ユーザーズガイド 
ネットワーク管理者編」をごらん
ください。
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4.3　 ファクス /スキャン初期画面
LDAP検索－検索方法
LDAP検索では、複数の検索条件を設定し、目的のアドレスを検索しま
す。検索対象、キーワード、条件を 4つまで設定できます。

LDAP検索－検索方法－検索対象
検索対象となる項目を選択します。名称／E-Mail ／姓／名／ファクス
番号／都市名／会社名／組織名から選択します。

LDAP検索－検索方法－キーワード
選択した検索対象に該当するキーワードを入力します。

検索対象で「ファクス番号」または「E-Mail」を選択した場合は、以下
の画面が表示されます。
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4.3　 ファクス /スキャン初期画面
LDAP検索－検索方法－条件指定
入力した検索条件の設定を含む／同じ／始まる／終わる／使用しないか
ら選択します。

4.3.5 ダイアル
登録されていない宛先を、直接入力することで指定できます。通信モー
ドの切換えは画面下の［通信切換］を押して選択します。

G3ファクス

NWファクス

PC

ひとこと

･ ソフトスイッチ設定により、［ダ
イアル］画面を表示しないよう
設定できます。詳しくは、「ユー
ザーズガイド ネットワーク管理
者編」をごらんください。
･ オプションの FAXキットを装着
していない場合は、［ダイアル］
が［アドレス］と表示されます。
･ オプションの FAXキットを装着
していない場合は、［G3ファク
ス］は選択できません。
送信する 4-14



4.3　 ファクス /スキャン初期画面
4.3.6 ダイアル－G3ファクス
テンキーを使ってファクス番号を入力します。

［トーン］：ダイアル（パルス）回線を使用している場合に、
プッシュトーンを送出するために押します。ファクス情報サー
ビスを利用する場合などに使用します。画面には「T」と表示
されます。
［ポーズ］：ダイアルに間をあけたいときに押します。1回押す
と、約 1秒の間隔を挿入できます。画面には「P」と表示され
ます。
［S］：相手機確認送信をしたいときに押します。画面には「S」
と表示されます。
［OK/ 次］：続けて他の宛先を指定するときに押します。

相手先を確認して送信する
ファクスの誤送信を防ぐため、送信時に相手先から受信するCSI
（Called Subscriber ID）信号で相手先を確認してから送信することが
できます。

CSI 信号を確認するために、相手機側に自局 IDの登録が必要です。

ワンタッチキーに電話番号と特殊文字を登録して、ワンタッチダ
イヤルで相手機確認送信をすることもできます。
原稿を送信する前に、相手機から受信するCSI 信号の内容と相手
先電話番号を比較し、CSI 信号と相手機の電話番号が一致した場
合のみ原稿を送信します。
CSI 信号：被呼端末識別信号（Called Subscriber ID）：“+”
（キャラクタ）、電話用国コード、地域
コード、加入者番号を含む国際電話番号＝自局電話番号情報

CSI信号と相手先電話番号が一致しない場合やCSI信号を受信でき
ない場合には、通信異常となります。
特殊文字のあとに任意の照合番号を付加してダイアルすることに
より、照合番号とCSI 信号が一致した場合のみ原稿を送信するこ
ともできます。

ソフトスイッチの設定により、送信するごとに特殊文字「S」を追
加しなくても相手機確認送信の指定をすることができます。詳し
くは、「ユーザーズガイド ネットワーク管理者編」をごらんくだ
さい。

ひとこと

･ 一度に指定できる宛先は最大
210か所までです。ダイアルで
指定できるのは、最大12か所ま
でです。
･ ソフトスイッチの設定で、自動
的に相手機確認送信を行う設定
になっていて一時的に解除した
い場合は、ファクス番号のあと
に［S］を 2回押して「SS」と
入力してください。
･ オプションの FAXキットを装着
していない場合は、［ダイアル］
が［アドレス］と表示されます。

ダイアル方式 相手機の確認方法

相手先電話番号+特殊文字「S」 CSI 信号と相手先電話番号を比較

相手先電話番号+特殊文字「S」+照
合番号

CSI 信号と照合番号を比較
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4.3　 ファクス /スキャン初期画面
ソフトスイッチの設定により、CSI 信号と相手先電話番号を比較
する桁数を設定できます。お買い上げいただいたときは「4桁」
に設定されています。詳しくは、「ユーザーズガイド ネットワー
ク管理者編」をごらんください。

海外
通信状態の悪いところへ通信する場合、情報を送る速さ（伝送速度）を
ゆっくりとしたスピードに設定して送信します。

F コード
SUBアドレスなどを入力することで、相手先の特定のボックス宛に送信
します。Fコードを使っての送信を「親展送信」といいます。

［Fコード（SUB）］：SUBアドレスを入力します。ここでは、
親展送信を行うボックスの番号を入力します。
［Fコードパスワード（SID/PWD）］：親展送信にパスワードを
設定する場合、パスワードを入力します。確認のため 2回入力
してください。

4.3.7 ダイアル－インターネットファクス
パネルから E-Mail アドレスを入力します。

［ドメイン］：よく使用するドメイン名などを登録しておくと、
簡単にアドレスを入力できます。
［メールモード］：画像の送信サイズや符号化方式を設定しま
す。詳しくは「メールモード」（p. 4-17）をごらんください。
［OK/ 次］：続けて他の宛先を指定するときに押します。

ひとこと

以下の機能とは併用できません。
･ ポーリング送信
･ ポーリング受信
･ 掲示板

･ Fコードを使用するためには、
相手先が Fコード機能を持って
いる必要があります。
･ ダイアル入力で Fコードを指定
したときは、1回の送信につき1
か所のみ Fコードを指定した送
信ができます。

ひとこと

･ ドメインの登録については、「宛
先登録－登録文字列」（p. 9-23）
をごらんください。
･ オプションの FAXキットを装着
していない場合は、［ダイアル］
が［アドレス］と表示されます。
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4.3　 ファクス /スキャン初期画面
メールモード
インターネットファクスでは、相手の装置が対応していない送信サイズ、
解像度および符号化方式を使用して送信した場合、受信側で受信データ
を見ることができない場合があります。上限値を設定することで、相手
の装置がサポートしていない能力を指定してもあらかじめ設定した内容
で送信されます。

4.3.8 ダイアル－ IPアドレスファクス
IP アドレスファクスの宛先を入力します。

［ホスト］：ホスト名で指定できます。あらかじめ「ネットワー
ク設定」でDNSの設定が必要です。
［ポート］：使用するポート番号をテンキーで入力します（入力
範囲：1～ 65535）。
［OK/ 次］：続けて他の宛先を指定するときに押します。

4.3.9 ダイアル－ IP中継
テンキーを使って最終宛先となるファクス番号を入力します。

［トーン］：ダイアル（パルス）回線を使用している場合に、
プッシュトーンを送出するために押します。ファクス情報サー
ビスを利用する場合などに使用します。画面には「T」と表示
されます。
［ポーズ］：ダイアルに間をあけたいときに押します。1回押す
と、約 1秒の間隔を挿入できます。画面には「P」と表示され
ます。

ひとこと

･ 画像データ量が多くなると、
ネットワークに対する負荷が大
きくなります。また、ネット
ワーク環境によっては通信がで
きない場合があります。
･ 各項目毎に希望の値を設定する
場合にはそれぞれのメニューを
選択し、値を変更します。
･ 受信側がコンピューターで画像
を閲覧する場合、符号化によっ
ては閲覧できない場合がありま
す。「MH」を選択すると閲覧で
きる可能性が高くなります。
･ 符号化データ量は、画像データ
に依存しますが、一般的には、
MMR < MR < MHの順で多く
なります。

項目 説明

送信サイズ（上限） 受信側が対応している原稿サイズの上限を設定します。

送信解像度（上限） 受信側が対応している解像度の上限を設定します。

符号化方式 受信側に適した符号化方式を設定します。

ひとこと

･ ネットワーク設定については、
「ユーザーズガイド ネットワーク
管理者編」をごらんください。
･ オプションの FAXキットを装着
していない場合は、［ダイアル］
が［アドレス］と表示されます。

･ IP アドレスファクスの受信側の
機器に「SMTP認証ユーザー
名」と「SMTP認証パスワー
ド」が設定されている場合、送
信する機器でもSMTP認証ユー
ザ名とSMTP認証パスワードを
設定してください。
･ ソフトスイッチ設定により
SMTP認証が有効になっている
場合は、［SMTP認証］が表示
されます。ここでSMTP認証
ユーザ名とSMTP認証パスワー
ドを設定してください。
･ ソフトスイッチ設定の内容につ
いて、詳しくは「ユーザーズガ
イド ネットワーク管理者編」を
ごらんください。
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4.3　 ファクス /スキャン初期画面
［OK/ 次］：続けて他の宛先を指定するときに押します。

中継先
送信の中継を行う機器を選択し、［OK］を押します。

4.3.10 ダイアル－ E-Mail
パネルから E-Mail アドレスを入力します。

［ドメイン］：よく使用するドメイン名などを登録しておくと、
簡単にアドレスを入力できます。
［OK/ 次］：続けて他の宛先を指定するときに押します。

ひとこと

･ 中継先はあらかじめ登録の必要
があります。詳しくは、「ユー
ザーズガイド ネットワーク管理
者編」をごらんください。
･ 中継機に「SMTP認証ユーザ
名」と「SMTP認証パスワー
ド」が設定されている場合、送
信する機器でも中継先の登録時
にSMTP認証ユーザ名と
SMTP認証パスワードを設定す
る必要があります。詳しくは、
「ユーザーズガイド ネットワーク
管理者編」をごらんください。
･ 優先して選択される中継先を設
定するには、「初期設定－ファク
ス /スキャン－ IP 中継 / 中継先
選択」（p. 9-6）をごらんくださ
い。

ひとこと

オプションの FAXキットを装着し
ていない場合は、［ダイアル］が
［アドレス］と表示されます。
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4.3　 ファクス /スキャン初期画面
4.3.11 オンフック（G3）
手動でファクスを送信するときに使用します。原稿をセットし、必要に
応じて画質などの設定を行います。［オンフック］を押すとオンフックの
状態になり、相手先を指定できます。

4.3.12 チェーンダイアル（G3/I-FAX/IP/E-Mail/
中継）

複数のワンタッチまたはダイアル入力を組み合わせて、相手先を呼出す
ことができます。最大 192桁までのダイアルを行うことができます。
ファクシミリ通信網や契約している電話会社の接続番号、会社の内線番
号を個別にワンタッチに登録しておき、組み合わせて指定するときに便
利です。

ワンタッチまたはダイアルしたあと、［チェーンダイアル］を押して引き
続き入力を行います。

ひとこと

オプションの FAXキットを装着し
ていない場合は表示されません。

ひとこと

オプションの FAXキットを装着し
ていない場合は［チェーンダイア
ル］が［チェーン指定］と表示さ
れます。
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4.4　画質の設定

［画質］を押すと、スキャン時の詳しい内容を設定できます。

4.4.1 画質（G3/I-FAX/IP/E-Mail/FTP/SMB/ 中
継）

画質
原稿の内容に合わせて選択します。選択できる画質は以下のとおりです。

文字
文字だけで構成されている原稿を送信するときに選択します。文字の
エッジをシャープに再現し、読みやすい画質となります。

文字 /写真
文字と写真（ハーフトーン）が混ざっている原稿です。

写真
写真（ハーフトーン）だけの原稿を送信するときに選択します。ハーフ
トーンの写真を、可能なかぎり再現します。

地図
地図などの下地に色がついた原稿や鉛筆、色のついた細い線で描かれた
原稿を送信するときに選択します。

薄文字
文字が全体的に薄い原稿です。鉛筆で書かれた文字原稿などで、文字を
濃く再現します。

･ 画質の設定は1回通信を行うと、
もとの状態に戻ります。
･［画質］で高解像度を指定して
も、［メールモード］の「送信解
像度（上限）」で設定した内容が
優先されます。

ひとこと

･ 相手先の機種によっては、「文字
/写真」の指定で送信できない場
合があります。
･［文字 / 写真］を選択すると、相
手先の能力によっては画像が劣
化する場合があります。
･［文字 / 写真］を選択した場合、
原稿によっては写真部分に縞模
様が発生することがあります。
縞模様が気になる場合は［写真］
を選択してください。
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4.4　 画質の設定
解像度
［解像度］を押すとスキャンする解像度を選択できます。

4.4.2 画質－濃度（G3/I-FAX/IP/E-Mail/FTP/
SMB/ 中継）

スキャン時の濃さを調整します。
濃さを調整するときは［うすく］または［こく］を押します。

［ふつう］を押すと設定が初期値に戻ります。

4.4.3 倍率 / 範囲（G3）
B4サイズより小さい原稿を送信するときは、通常原寸で送信します。
B4サイズ以上の原稿は、相手機の記録紙サイズによって自動的に縮小
して送信されます。縮小せずに原寸で送りたい場合などに設定します。

･ 高い解像度を指定しても、［メー
ルモード］の「送信解像度（上
限）」で設定した解像度が低い場
合、メールモードでの設定が優
先されます。
･ G3ファクスで［600dpi］を選
択しても機能しません。
･ 高い解像度を指定すると画像
データ量が多くなり、ネット
ワークへの負荷が大きくなりま
す。環境によっては送信できな
い場合があります。
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4.4　 画質の設定
倍率 /範囲－倍率
大きなサイズの原稿を送信するときの倍率を設定します。

倍率 /範囲－読込み範囲
原稿をスキャンするときの読み込み範囲を指定します。定形サイズ以外
の原稿を定形サイズとして送信することができます。サイズの種類を選
択し、読み込み範囲としたいサイズを選択します。

4.4.4 カラー（E-Mail/FTP/SMB）
カラーでスキャンするか白黒でスキャンするかを設定します。

原則

カラーは「ファイル形式」の設定によって指定できない場合があります。「ファ
イル形式」と「カラー」の設定の組み合わせは以下のとおりです。

項目 説明

自動倍率 自動的に相手先の記録紙のサイズに合わせて送信されます。

縮小禁止 相手先の記録紙サイズに合った大きさを切り出し、原寸で送
信します。

項目 説明

A系B系 A系 /B系の定形サイズが選択できます。

インチ系 インチ系の定形サイズが選択できます。

その他 その他のサイズが選択できます。

フルカラー グレー 白黒 2値

PDF ○ ○ ○

TIFF × × ○

JPEG ○ ○ ×
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4.4　 画質の設定
フルカラー
フルカラーでスキャンします。

グレースケール
白黒写真などのハーフトーンが多いときに選択します。

白黒 2値
線画など、白黒の境がはっきりしているときに選択します。

4.4.5 ファイル形式（E-Mail/FTP/SMB）
スキャンしたデータを保存するファイル形式を選択します。

ファイル形式
選択できるファイル形式は以下のとおりです。

原則

保存するファイル形式は「カラー」の設定によって指定できない場合がありま
す。「ファイル形式」と「カラー」の設定の組み合わせは以下のとおりです。

ひとこと

･［フルカラー］、［グレースケー
ル］を選択したときは、解像度
で［200 × 100dpi］は選択でき
ません。
･［フルカラー］または［グレース
ケール］選択時に特定のエラー
が発生した場合は、［白黒 2値］
で送信し直してください。

項目 説明

PDF PDF形式で保存します。

TIFF TIFF 形式で保存します。

JPEG JPEG形式で保存します。

フルカラー グレー 白黒 2値

PDF ○ ○ ○

TIFF × × ○

JPEG ○ ○ ×
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4.4　 画質の設定
ページ設定
保存時のデータのまとまりも指定できます。

4.4.6 下地調整（G3/I-FAX/IP/E-Mail/FTP/
SMB/ 中継）

スキャン時に原稿の下地の濃さを調整します。スキャンする原稿が色の
付いた用紙の場合、下地の色をスキャンして画像全体が濃くなることが
あります。そのときに下地の濃さを調整できます。

自動で調整するときは、［自動］を押します。

項目 説明

一枚毎 ダウンロード時にページごとにデータを保存できる形式でファイ
ルを作成します。

ページ一括 スキャンした全ての原稿をまとめてひとつのファイルを作成しま
す。
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4.5　メニューの設定

［メニュー］を押すと、送信に関する詳しい内容を設定できます。

4.5.1 設定 1－発信元（G3/IP/I-FAX/ 中継）
送信時に発信元の情報をつけるかどうかを設定します。

発信元選択
プリントする発信元を選択できます。

4.5.2 設定 1－結果レポート（G3/IP/I-FAX/E-
Mail/FTP/SMB/ 中継）

送信の結果レポートの出力タイミングを設定します。

メニューの設定は、1回通信を行
うともとの状態に戻ります。

ひとこと

ソフトスイッチ設定により、発信
元の付加位置を指定できます。詳
しくは、「ユーザーズガイド ネッ
トワーク管理者編」をごらんくだ
さい。

項目 説明

発信元のみ 登録した名前や送信日時、文書番号などをつけて送信します。

宛名 /発信元 登録した名前に加え、相手先の名前（ワンタッチで登録した
相手先名）をつけて送信します。

つけない 何もつけずに送信します。

ひとこと

発信元はあらかじめ管理者保守で
登録が必要です。詳しくは、「送信
設定－発信元登録（G3/ 中継）」
（p. 10-24）をごらんください。
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4.5　 メニューの設定
4.5.3 設定 1－ 2in1（G3/IP/I-FAX/ 中継 /E-
Mail/FTP/SMB）

2 枚の原稿をスキャンして 1枚の原稿として送信するかどうかを設定し
ます。

原稿はADFにセットしてください。原稿ガラスを使った送信は
できません。
送信できる原稿サイズはA5/B5/A4 です。

両面送信、回転送信、縮小禁止、クイック送信、オンフックと
同時に設定できません。

4.5.4 設定 1－両面送信（G3/IP/I-FAX/ 中継 /E-
Mail/FTP/SMB）

両面原稿を送信する場合、原稿の両面をスキャンして送信します。セッ
トする原稿のとじ方向も選択します。

原稿はADFにセットしてください。原稿ガラスを使った送信は
できません。
2in1、スタンプ、クイック送信、オンフックと同時に設定でき
ません。

ひとこと

結果レポートの出力設定について
は、「結果レポート（G3/IP/I-
FAX/ 中継 /E-Mail/FTP/SMB）」
（p. 10-28）をごらんください。

項目 説明

装置設定 あらかじめ管理者保守で設定した内容が表示されます。

出力する 結果に関係なく結果レポートをプリントします。

不達のとき 送信できなかったときにだけ結果レポートをプリントします。

出力しない 結果に関係なく結果レポートをプリントしません。

ひとこと

原稿のおもて面が上になるように
ADFにセットします。
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4.5　 メニューの設定
4.5.5 設定 1－回転送信（G3/I-FAX/ 中継）
原稿をセットした向きによって自動的に縮小されるのを防ぐ場合に選択
します。選択すると、A4サイズの原稿を縦向き /横向きどちらにセッ
トしてもA4サイズで送信されます。

［画質］－［画質］で解像度を 200dpi 以下に設定します。

対応している原稿サイズはA4サイズです。

2in1、クイック送信、オンフックと同時に設定できません。

4.5.6 設定 2－優先送信（G3/IP/I-FAX/ 中継 /E-
Mail/FTP/SMB）

送信待ちの原稿がある場合でも、優先して送信できます。
複数の相手先では設定できません。

タイマー通信、クイック送信、オンフックと同時に設定できま
せん。

4.5.7 設定 2－タイマー通信（G3/ 中継 /E-Mail/
FTP/SMB）

送信の時刻を指定できます。早朝や深夜などの電話料金割引時間を利用
して通信すると経済的です。通信の開始時刻をテンキーで入力してくだ
さい。

最大 64文書まで指定できます。

優先送信と同時に設定できません。

クイック送信、優先送信、オンフックと同時に設定できませ
ん。
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4.5　 メニューの設定
時間は 24時間制で指定します。

4.5.8 設定 2－スタンプ（G3/IP/I-FAX/ 中継 /E-
Mail/FTP/SMB）

ADFを使用して送信する場合、読取った原稿に済みスタンプを押して 1
枚ずつ読取られたかどうかを確認できます。スタンプの位置を選択して
ください。

4.5.9 ファクス－クイック送信（G3）
原稿を 1ページ読取ると同時にファクス送信を始める方法です。原稿の
枚数が多い場合にもメモリオーバーすることなく送信できます。回線が
使用中の場合は、回線が使用できる状態になってから送信が開始されま
す。

原稿はADFにセットしてください。

複数の相手先では設定できません。

2in1、両面送信、タイマー通信、優先送信と同時に設定できま
せん。

ひとこと

･ クイック送信を選択している場
合、スタンプを選択するとク
イック送信は解除されます。
･ スタンプを使用するには、オプ
ションのファクス済みスタンプ
ユニットが必要です。
･ スタンプのインクは消耗品です。
スタンプが薄くなった場合は
サービス実施店にお問い合わせ
ください。
･ 原稿が正しく送られているかど
うかは、結果レポートやジョブ
リストで確認してください。

ひとこと

オプションの FAXキットを装着し
ていない場合は表示されません。
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4.5　 メニューの設定
4.5.10 ファクス－パスワード送信（G3）
パスワードをつけて送信します。相手先が閉域受信を設定している場合、
送信側からは閉域受信パスワードと同じパスワードを送る必要がありま
す。

相手先が閉域受信（パスワード）機能を持つ機種のときだけ使
用できます。

4.5.11 ファクス－リモートコピー（G3）
相手先へ同じ原稿を 2部以上送りたいときなどに使用します。相手先で
プリントする部数をあらかじめ指定することができます。
テンキーで部数を入力し、［OK］を押します。

部数は 2～ 99部の範囲で指定できます。

相手先に Fコードによるリモートコピー機能がない場合は使用
できません。

ひとこと

･ パスワード送信を行う場合は、
あらかじめ管理者保守でパス
ワードを設定する必要がありま
す。詳しくは、「ファクス設定－
パスワード通信（G3）」（p. 10-
18）をごらんください。
･ オプションの FAXキットを装着
していない場合は表示されませ
ん。

ひとこと

･ ソフトスイッチ設定により、リ
モートコピーの部数を制限でき
ます。詳しくは、「ユーザーズガ
イド ネットワーク管理者編」を
ごらんください。
･ オプションの FAXキットを装着
していない場合は表示されませ
ん。
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4.5　 メニューの設定
4.5.12 ネットワーク－タイトル（E-Mail/I-FAX）
あらかじめ登録した内容をE-Mail のタイトル（Subject）として挿入
できます。
タイトルを選択し、［OK］を押します。

4.5.13 ネットワーク－Reply（E-Mail/I-FAX）
メール送信時にワンタッチに登録されているアドレスを、メール受信し
た相手が返信する際の宛先（Reply-to）として設定できます。
ワンタッチを選択し、［OK］を押します。

4.5.14 ネットワーク－ファイル名（E-Mail/I-
FAX）

メール送信時に添付する画像データのファイル名を付けます。入力でき
るのは半角 16文字（全角 8文字）までです。

ひとこと

あらかじめ、ネットワーク設定で
タイトルの登録が必要です。詳し
くは、「ユーザーズガイド ネット
ワーク管理者編」をごらんくださ
い。
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4.5　 メニューの設定
4.5.15 URL通知先設定（FTP/SMB）
FTP や SMBなどのファイル送信時、ジョブの終了を通知する E-Mail
を送付できます。このE-Mail の送付先アドレスを指定します。
通知先のアドレスはワンタッチに登録したアドレスから選択します。
URL通知先を設定する場合は、あらかじめ送信先アドレスをワンタッチ
に登録しておいてください。

4.5.16 応用－掲示板登録（G3）
掲示板の文書を受信側からの指示で送信させるため、掲示板に文書を登
録します。

掲示板への登録手順
文書を登録する掲示板を選択し、画質、濃度などを設定します。

クイック送信、メモリ送信、ポーリング送信、タイマー通信、
パスワード送信、Fコード送信とは同時に設定できません。

掲示板登録－画質
詳しい設定手順は、「画質（G3/I-FAX/IP/E-Mail/FTP/SMB/ 中継）」
（p. 4-20）をごらんください。

掲示板登録－濃度
詳しい設定手順は、「画質－濃度（G3/I-FAX/IP/E-Mail/FTP/SMB/ 中
継）」（p. 4-21）をごらんください。

掲示板登録－倍率 /読込み範囲
詳しい設定手順は、「倍率 /範囲（G3）」（p. 4-21）をごらんください。

掲示板登録－送信機能
以下の機能を設定できます。詳しくは、参照先のページをごらんくださ
い。

･ URL通知先設定で有効な送信先
は、ファイル送信（FTP）、ファ
イル送信（SMB）です。
･ E-Mail 送信、インターネット
ファクス、IPアドレスファクス、
G3ファクス、IP中継送信時に
は設定しても機能しません。

掲示板に文書を登録するには、あ
らかじめ掲示板の登録が必要です。
掲示板の登録については、「掲示板
（G3）」（p. 7-5）をごらんくださ
い。

ひとこと

オプションの FAXキットを装着し
ていない場合は表示されません。
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4.5　 メニューの設定
掲示板登録－下地調整
詳しい設定手順は、「下地調整（G3/I-FAX/IP/E-Mail/FTP/SMB/ 中
継）」（p. 4-24）をごらんください。

他のファクスから掲示板に文書を登録する場合
F コード機能を使用して他のファクスから掲示板に文書を登録すること
ができます。登録する掲示板の Fコードを「SUB」、掲示板のパスワー
ドを「SID/PWD」と入力して本機宛に送信してください。

4.5.17 応用－ポーリング送信（G3）
あらかじめメモリに保存しておいた原稿を、相手先の操作で送信するこ
とができます。

保存された文書は、送信後に消去されます。

ポーリング送信は 1文書のみ登録できます。

ポーリング送信への登録手順
［ポーリング送信］を押し、画質、濃度などを設定します。

ポーリング送信－画質
詳しい設定手順は、「画質（G3/I-FAX/IP/E-Mail/FTP/SMB/ 中継）」
（p. 4-20）をごらんください。

ポーリング送信－濃度
詳しい設定手順は、「画質－濃度（G3/I-FAX/IP/E-Mail/FTP/SMB/ 中
継）」（p. 4-21）をごらんください。

項目 参照先

発信元 p. 4-25

スタンプ p. 4-28

2in1 p. 4-26

両面送信 p. 4-26

回転送信 p. 4-27

ひとこと

指定した掲示板に、すでに登録さ
れた文書がある場合は、送信され
た文書に置き換わります。

ひとこと

オプションの FAXキットを装着し
ていない場合は表示されません。
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4.5　 メニューの設定
ポーリング送信－倍率 /読込み範囲
詳しい設定手順は、「倍率 /範囲（G3）」（p. 4-21）をごらんください。

ポーリング送信－送信機能
以下の機能を設定できます。詳しくは、参照先のページをごらんくださ
い。

ポーリング送信－下地調整
詳しい設定手順は、「下地調整（G3/I-FAX/IP/E-Mail/FTP/SMB/ 中
継）」（p. 4-24）をごらんください。

4.5.18 応用－リモート取出し（G3）
送信側にセットされている掲示板の文書を受信側からの指示で送信させ
る機能です。
相手先（送信側）の指定方法を選択し、宛先を指定します。

項目 参照先

発信元 p. 4-25

結果レポート p. 4-25

スタンプ p. 4-28

2in1 p. 4-26

両面送信 p. 4-26

回転送信 p. 4-27

ひとこと

オプションの FAXキットを装着し
ていない場合は表示されません。
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4.5　 メニューの設定
ワンタッチで指定する場合
ワンタッチで選択する場合は、あらかじめ Fコードを登録しておいてく
ださい。受信時刻を設定し、【スタート】を押します。

ダイアル入力で指定する場合
以下の指定を行い、【スタート】を押します。

ファクス番号

Fコード（SEP）

Fコード（SID/PWD）（必要な場合）

受信時刻

4.5.19 応用－ポーリング受信（G3）
送信側にセットされている文書や、ポーリング送信予約された文書を受
信側からの指示で送信させる機能です。通信料金を受信側で負担したい
ときなどに便利です。

A 相手先（送信側）の指定方法を選択し、宛先を指定します。

B 受信時刻を設定し、【スタート】を押します。

ひとこと

オプションの FAXキットを装着し
ていない場合は表示されません。
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4.5　 メニューの設定
ワンタッチで選択する場合は、あらかじめ Fコードを登録し
ておいてください。
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4.6　リダイアルについて

同じ宛先にもう一度送信し直す動作をリダイアルといいます。
受信側が話し中などで送信できない場合、一定時間が経過してから再度
送信します。

4.6.1 オートリダイアル
受信側が話し中などで送信ができなかった場合は、管理者保守設定で設
定されているオートリダイアル回数にしたがって自動的にオートリダイ
アルされます。
リダイアルされるまで、送信のジョブはリダイアル待機の予約ジョブと
して扱われます。

4.6.2 手動リダイアル
リダイアル待ちのジョブをジョブ詳細画面からリダイアルできます。
［ジョブリスト］から［通信］タブを押し、「再送信」または「相手先変
更」のジョブを選択します。

オートリダイアルの回数は出荷時
に 1分おきに 5回行われるように
設定されています。オートリダイ
アル回数の設定については、「送信
設定－リダイアル（G3/ 中継）」
（p. 10-24）をごらんください。
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5.1　受信する（G3：外部電話を接続しない）

5.1.1 自動受信（ファクス優先）
電話回線をファクス専用として使う場合に設定します。設定されている
回数分のリング信号を検知すると、自動的に受信を開始します。受信中
はタッチパネル下部に受信中を示す マークが表示されます。

相手が電話の場合でも、着信音が鳴っている間にハンドセット（受話器）
をとると通話することができます。

ファクス専用で使用する場合、以下の設定をしていることを想定してい
ます。

外部電話：接続していない

受信機能－着信方式：［自動受信］に設定

ひとこと

ナンバーディスプレイ契約回線で
ご使用になる場合は、本装置の機
能を有効に活用するために、「自動
受信（ファクス優先）」または「自
動受信（電話優先）」でご使用くだ
さい。自動受信（ファクス優先モード）

着信音が鳴る

ファクスが着信する

相手先がファクスのとき 相手先が電話のとき
自動的にファクスを
受信します。

相手先の方には
「ピー」という音が聞
こえ、ファクスだけ
を受信します。
相手の方には、この
番号がファクス専用
であることをあらか
じめ知らせておいて
ください。

･ 着信音の回数は、お買い上げ時
には「1回」で設定されていま
す。着信音の回数は管理者保守
の「受信機能」で設定できます。
詳しくは、「ファクス設定－受信
機能（G3）」（p. 10-17）をご
らんください。
･ 自動着信呼出回数を1～ 20回
に設定しておくと、ファクスを
着信する前に着信音を鳴らすこ
とができます。ただし、自動着
信呼出回数を10回以上に設定す
ると、相手先により自動的に
ファクスを受信できないことが
あります。
･ 自動着信呼出回数を0回に設定
すると、着信音が鳴らずにファ
クスを受信します。

ひとこと

自動受信で使用するには、管理者
保守の「受信機能」で、着信方式
を「自動」に設定する必要があり
ます。詳しくは、「ファクス設定－
受信機能（G3）」（p. 10-17）を
ごらんください。
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5.2　受信する（G3: 外部電話を接続する）

5.2.1 自動受信（電話優先）
外部電話機を本機に接続して電話としても使う場合に設定します。ファ
クス優先で使うことが多い場合はこの設定にしておくと便利です。相手
先がファクスのときは自動的に受信し、電話のときには呼出音が鳴りま
す。

自動受信で使用する場合、以下の設定をしていることを想定しています。
外部電話：接続している（留守番機能OFF）

受信機能－着信方式：［自動受信］に設定

ひとこと

･ ソフトスイッチ設定により、回
線をつないだとき送信側に対し
て音声メッセージを流すよう設
定できます。詳しくは、「ユー
ザーズガイド ネットワーク管理
者編」をごらんください。
･ 電話優先モードでは、設定した
回数分着信音が鳴ったあと、
ファクスの信号を識別するため
にいったん回線をつないでから、
さらに約20秒間着信音を鳴らし
ます。このため、再び着信音が
鳴り出したときには、電話に出
なくても相手先に通話料金がか
かります。ソフトスイッチの設
定により、いったん回線をつな
いだあと何秒間着信音を鳴らす
かを指定できます。詳しくは、
「ユーザーズガイド ネットワーク
管理者編」をごらんください。

自動受信（電話優先モード）

着信音が鳴る

着信音がいったん止まる（ファクスを識別する）
（このときに、音声メッセージを流すことができます。）

相手先がファクスのとき 相手先が電話のとき
ファクスの信号を識
別すると、自動的に
ファクスを受信しま
す。

再び呼出音が約20秒
間鳴ります。その間
に受話器を取ると、
相手の方と話ができ
ます。
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5.2　 受信する（G3: 外部電話を接続する）
5.2.2 外部電話機の留守番電話機能を設定すると
きは

外出時などに外部電話機の留守番電話機能をON にする場合、外部電話
機側の呼出音設定回数が、管理者保守の［ファクス設定］－［受信機能］
－［着信回数設定］よりも多く設定されている場合、本機がファクス受
信を開始してしまい、留守番電話機能が正しく機能しません。「外部
TEL 呼出時間」の設定が、外部電話機の呼出音設定回数より多くなるよ
うに設定してください。

留守番電話機能を使用する場合、以下の設定をしていることを想定して
います。

外部電話：接続している（留守番機能ON）

受信機能－着信方式：［自動受信］に設定

ひとこと

･ ナンバーディスプレイ契約回線
を使用して、留守番電話機接続
モードに設定するときは、接続
する電話機も「ナンバーディス
プレイあり」に設定してくださ
い。留守番電話機によっては、
接続できないことがあります。
･ 外部電話機の呼出音設定回数の
変更、ナンバーディスプレイの
設定は、外部電話機のマニュア
ルをごらんください。

留守受信（留守番電話機接続モード）

着信音が鳴る

相手先がファクスのとき 相手先が電話のとき
留守番電話機の応答
メッセージを流し、
ファクスの信号を識
別すると、自動的に
ファクスを受信しま
す。

留守番電話機の応答
メッセージを流し、
用件を録音します。
着信中や録音中に相
手がファクス送信す
ると、自動的にファ
クスを受信します。

留守番電話機が応答する

あらかじめ留守番電話機を本装置に接続しておきます。
受信する（G3/IP/I-FAX） 5-4



5.2　 受信する（G3: 外部電話を接続する）
5.2.3 手動受信（電話専用）
外部電話機を本機に接続している場合で、電話として使用することが多
い場合はこの設定にしておくと便利です。外部電話機をとり、そのまま
ファクス受信に切替える場合は、電話を切らずに【3】【＊】の転送受信
番号を押してください。

手動受信で使用する場合、以下の設定をしていることを想定しています。
外部電話：接続している（留守番機能OFF）

受信機能－着信方式：［手動受信］に設定

ひとこと

ソフトスイッチ設定により、転送
受信をする /しないを切替えるこ
とができます。詳しくは、「ユー
ザーズガイド ネットワーク管理者
編」をごらんください。手動受信（電話専用モード）

着信音が鳴る

受話器をとる

相手先がファクスのとき 相手先が電話のとき
「ポー・ポー・ポー」
という音が聞こえま
す。【スタート】を押
すと、ファクスを受
信できます。

相手の方と話ができ
ます。話をしたあと、
ファクスを受信しま
す。
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5.3　受信する（I-FAX）

インターネットファクスの受信には、自動取得と手動取得の 2 種類があ
ります。本機が受信すると、管理者保守の「受信文書」の設定にした
がって、印刷 / 転送 / 受信などが行われます。

受信できるメールの形式は以下のとおりです。これ以外の形式の
メールは受信できないことがあります。

・テキスト
・TIFF-F イメージ
・テキスト /TIFF-F イメージ混在
・DSN、MDN

受信できない形式のメールを受けた場合は、相手先に結果通知
（MDN）を返送します。
Scan to E-Mailで送信されたTIFF/PDF/JPG形式のファイルは、
本装置で受信できません。
メール転送等をインターネットファクスに送信することはできま
せん。

5.3.1 自動取得
POP サーバーに対して、一定の間隔でインターネットファクスが届い
ているかを確認します。お買い上げいただいたときは、自動取得を行わ
ない設定になっています。インターネットファクスを自動的に受信する
には、管理者保守の「ネットワーク設定」で「自動到着確認」の設定を
行ってください。詳しくは、「ユーザーズガイド ネットワーク管理者編」
をごらんください。

5.3.2 手動取得
POP サーバーに対して、本機のキーを押してインターネットファクス
が届いているかを確認します。【設定メニュー /カウンタ】を押し、
［ユーザー保守］画面で［POP3受信］を押してください。

受信したインターネットファクス
文書の印刷 /転送 /受信の詳細は、
管理者保守の「文書管理」で設定
します。詳しくは、「文書管理」
（p. 10-9）をごらんください。

ひとこと

アプリケーション独自の形式ファ
イルなどが添付されている場合も、
受信できないことがあります。

･ インターネットファクスの手動
受信画面は、「POP3受信」
（p. 9-8）をごらんください。
･ 強制メモリ受信ボックスまたは
ボックスからの印刷については、
「文書－受信文書」（p. 2-7）を
ごらんください。
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5.3　 受信する（I-FAX）
5.3.3 結果通知
本機ではインターネットファクスの受信結果を相手先に要求することで、
受信結果を受けることができます。また、送信側から要求があった場合
や正常に受信できなかった場合は、こちら側からメールの受信結果を相
手先に通知するメール（MDNまたはDSN）を返信することもできま
す。

結果通知を要求するには、返信先もフルモードに対応している必
要があります。
送信したメールの返信元アドレスが誤っている場合には、返信さ
れないことがあります。
送信側装置から結果通知の要求があったときに結果通知を返信し
ます。
受信結果エラーコード「E6XXXX」が表示されたときに結果通知
を返信します。
インターネットファクス送信時に、相手先での受信結果を確認で
きます。また、インターネットファクス送信時に相手機の受信能
力を検出し、相手機の受信能力に応じた通信をすることができま
す。

5.3.4 受信文書ヘッダ印刷
受信文書の 1ページ目に電子メールヘッダ情報を付けることができま
す。送信側からのヘッダ情報を確認したい場合に利用できます。

結果通知を行うには、管理者保守
の「ネットワーク設定」で結果通
知を「する」に設定してください。
詳しくは、「ユーザーズガイド 
ネットワーク管理者編」をごらん
ください。

ひとこと

･ フルモード機能を利用するには、
あらかじめソフトスイッチの設
定が必要です。詳しくは、「ユー
ザーズガイド ネットワーク管理
者編」をごらんください。
･ フルモード機能は、E-Mail 送信
では利用できません。

受信文書ヘッダ印刷を行うには、
管理者保守の「ネットワーク設定」
で受信文書ヘッダ印刷を「する」
に設定してください。詳しくは、
「ユーザーズガイド ネットワーク
管理者編」をごらんください。
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5.4　受信する（IP）

本機が IP アドレスファクスを受信すると、管理者保守の「受信文書」の
設定にしたがって、印刷 /転送 / 受信などが行われます。

受信した IP アドレスファクス文書
の印刷 /転送 /受信の詳細は、管
理者保守の「文書管理」で設定し
ます。詳しくは、「文書管理」
（p. 10-9）をごらんください。
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5.5　メモリ代行受信

5.5.1 メモリ代行受信とは
用紙づまりや消耗品ぎれなどで受信した文書を印刷できない場合は、印
刷できる状態になるまで受信した文書がメモリに保存されています。
この機能をメモリ代行受信といいます。
用紙づまりなどのトラブル処理が終了すると、保存されていた受信文書
が自動的に印刷されます。
メモリがいっぱいになっているときは代行受信できない場合があります。

5.5.2 メモリ代行受信したジョブの転送（G3）
トラブル処置ができない場合など、メモリ代行受信したジョブを別の宛
先に転送することができます。［ジョブリスト］－［通信］画面から［受
信文書］を押します。転送したいジョブを選択して［転送］を押してく
ださい。宛先を指定して［実行］を押すと転送できます。
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5.6　受信時の記録

受信文書を記録する場合は、受信した文書の用紙サイズと、用紙トレイ
にセットされている用紙サイズを比較し、設定された縮小率で縮小して
記録する、用紙におさまるように縮小して記録するのいずれかで記録さ
れます。なお、等倍で記録するように設定している場合は、受信した文
書の用紙サイズにかかわらず、等倍で記録されます。

5.6.1 縮小禁止を設定して記録するとき
縮小禁止を指定すると、相手先に以下のように送信されます。

原稿セットの方向

送信のされかた
本機がB4の原稿を縮小禁止で送信し、相手機がA4で受信した場合を
例に説明します。

受信側の機種によっては、受信後に縮小してプリントされることもあり
ます。
本機と同型機と通信する場合、お買い上げいただいたときの設定では、
受信側で縮小されますので、ご注意ください。

B

原稿 本機から送信される画像

B4 A4

短辺の長さ 短辺の長さ
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5.6　 受信時の記録
5.6.2 用紙におさまるように縮小して記録すると
き

受信できる用紙サイズは、A5 w、B5 v、B5 w、A4 v、A4 w、
B4 w、A3 wです。

受信した原稿と同じサイズの用紙がセットされていないときは、
一回り大きいサイズの用紙を選択したり、自動的に縮小したりし
ます。例えば、A4の用紙をセットしていてB4の原稿を受信した
場合は、A4の用紙に縮小してプリントします。
A4、B5 w、A5 wサイズの原稿を受信した場合は、原稿と用紙
の向きが異なっていても、自動的に 90 ﾟ回転させてプリントする
ことができます（回転記録）。また、ソフトスイッチの設定によ
り、回転記録機能を使い、リモートコピー受信時に交互ソートす
る / しないを指定できます。
お買い上げいただいたときの状態では、受信した原稿をマルチ手
差しテーブルの用紙にプリントすることはできません。マルチ手
差しテーブルの用紙にプリントしたいときは、ソフトスイッチで
設定してください。詳しくは、「ユーザーズガイド ネットワーク
管理者編」をごらんください。

5.6.3 長い原稿を受信したとき
定型のサイズ（A4や B4）に比べて縦が長い原稿を受信したとき
は、以下のように縮小してプリントされます。この際、1枚に収
まるよう自動的に最適な倍率が選択されます。
65%まで縮小しても 1枚に収まりきらない場合は、分割してプリ
ントします。この場合、継ぎ目を重複してプリントします（より
大きな記録紙がセットされていれば、分割せずに大きな方の記録
紙にプリントします）。

ひとこと

ソフトスイッチ設定により、以下
の内容を変更できます。詳しくは、
「ユーザーズガイド ネットワーク
管理者編」をごらんください。
･ 受信プリント時の記録紙選択に
関する指定をする
･ ファクス受信の機能に関する指
定をする
･ ファクス受信のカセット選択に
関する指定をする

ひとこと

縮小させたくない場合および縮小
の限度を変更する場合は、ソフト
スイッチの設定を変更してくださ
い。詳しくは、「ユーザーズガイド 
ネットワーク管理者編」をごらん
ください。

A A
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5.7　受信情報

受信した原稿に文書情報が付いている場合は、受信文書に受信情報（日
付、時刻、ページ番号など）が記録されます。
記録される内容は送信側の設定により異なります。

このほか、受信管理レポートでは、
文書番号、受信開始日時、所要時
間、相手先、モード、記録済み枚
数、通信結果などを確認できます。
詳しくは、「通信管理レポート」
（p. 8-8）をごらんください。
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第 6章

電話をかける /受ける（G3） 第6章
本機に外部電話機を接続している場合のかけかた、受けかたを説明します。

6.1　 電話をかける ....................................................................................................6-2
6.2　 電話を受ける ....................................................................................................6-3



6.1　電話をかける

外部電話機の受話器を上げ、相手先を指定します。通話が終了したら受
話器を戻します。
電話をかける /受ける（G3） 6-2



6.2　電話を受ける

電話の呼び出し音が鳴ったら、受話器を上げて通話します。通話が終了
したら受話器を戻します。

そのままファクス受信に切り替えることもできます。外付け電話
機から電話を切らずに、【3】【＊】の転送受信番号を押すと、本機
がファクス受信に切り替わります。 ･ ファクス受信に切り替える「転

送受信機能」を使用する場合は、
外付け電話機にはプッシュ信号
を送出できる機種を使用してく
ださい。
･ 転送受信をする /しないをソフ
トスイッチ設定で切り替えるこ
とができます。詳しくは、「ユー
ザーズガイド ネットワーク管理
者編」をごらんください。
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第 7章

便利な機能（G3/IP/I-FAX） 第7章
便利なファクスの送受信機能について説明します。

7.1　 強制メモリ受信 （G3/IP/I-FAX） .........................................................................7-2
7.2　 親展通信（G3） .................................................................................................7-3
7.3　 ポーリング送信 /受信（G3） ...............................................................................7-4
7.4　 掲示板（G3） ....................................................................................................7-5
7.5　 増設回線を使用した送受信（G3） ........................................................................7-6
7.6　 ファクス転送（G3） ...........................................................................................7-7



7.1　強制メモリ受信 （G3/IP/I-FAX）

受信した文書をメモリに蓄積し、必要に応じて印刷することができます。
この機能を強制メモリ受信といいます。
受信した文書は強制メモリ受信ボックスに保存されます。ボックスを参
照して印刷の操作をしてください。不要な文書は削除することもできま
す。 ボックス内の文書の印刷 /削除に

ついては、「文書管理」（p. 10-9）
をごらんください。
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7.2　親展通信（G3）

特定の人との間で送受信したい原稿を親展ボックスを使って通信する機
能です。相手機の親展ボックス宛に原稿を送ることを親展送信、自局の
親展ボックスに原稿を受信することを親展受信といいます。この機能は
相手先が Fコード機能を持つ機種の場合に使用できます。

親展受信に必要な設定
親展受信を行うには、本機に親展受信用のボックスを作成します。メモ
リ内に親展受信するボックスの設定を行います。

親展受信する
親展受信をすると、親展ボックスに文書が保存されます。ボックスを参
照して印刷の操作をしてください。不要な文書は削除することもできま
す。

親展送信する
相手先の親展送信ボックスの番号とパスワードを入力し、送信します。

送信 受信

親展BOX

受信ボックスの設定については、
「文書管理」（p. 10-9）をごらんく
ださい。

ボックス内の文書の印刷 /削除に
ついては、「文書管理」（p. 10-9）
をごらんください。
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7.3　ポーリング送信 /受信（G3）

7.3.1 ポーリング送信
受信側のポーリング指示で原稿を送信するために、あらかじめ内蔵メモ
リに文書を保存しておく機能です。ポーリング送信ボックスへの文書保
存方法は、「応用－ポーリング送信（G3）」（p. 4-32）をごらんくださ
い。

ポーリング送信は 1文書のみ登録できます。

自動的にメモリ送信が設定されます。

原則

以下の機能とは併用できません。
･ クイック送信
･ ポーリング受信
･ タイマー通信
･ 海外通信モード
･ Fコード送信
･ パスワード送信
･ 掲示板登録
･ 掲示板ポーリング受信

7.3.2 ポーリング受信
送信側に保存されている文書や、ポーリング送信予約された文書を受信
側からの指示で送信させる機能です。電話料金を受信側で負担したいと
きなどに便利です。ポーリング受信の方法は、「応用－ポーリング受信
（G3）」（p. 4-34）をごらんください。

原則

以下の機能とは併用できません。
･ クイック送信
･ 親展送信
･ 中継依頼
･ ポーリング送信
･ 海外通信モード
･ パスワード送信
･ 掲示板登録
･ 掲示板ポーリング受信
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7.4　掲示板（G3）

本機に掲示板を登録し、閲覧したい文書を掲示するように登録しておく
ことができます。掲示板を登録するには、掲示板を登録し、ボックス
モードで文書を保存します。
掲示板から文書を取り出したり、プリント、削除などの操作ができます。

･ 掲示板の登録、操作については
「宛先登録－掲示板」（p. 9-24）
をごらんください。
･ 掲示板への登録は、「応用－掲示
板登録（G3）」（p. 4-31）をご
らんください。閲覧

登録

掲示板

ポーリング
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7.5　増設回線を使用した送受信（G3）

オプションの回線拡張キットを装着している場合、増設した回線に個別
の設定をすることができます。設定できる機能は以下のとおりです。

自局電話番号設定：ダイアル方式を設定できます。

機能設定：ナンバーディスプレイ、発信者情報の表示を設定でき
ます。

これらの機能は管理者保守の［ファクス設定］で設定できます。詳しく
は、「ファクス設定」（p. 10-17）をごらんください。
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7.6　ファクス転送（G3）

受信した文書を、あらかじめ設定しておいた宛先に転送することができ
ます。設定できる機能は以下のとおりです。

転送も行い、本機でも受信したファクス文書をプリントするよう
設定できます。
回線拡張キットを装着している場合は、転送を行う回線を指定で
きます。

これらの機能は管理者保守の［文書管理］で設定できます。詳しくは、
「文書管理」（p. 10-9）をごらんください。
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第 8章

レポート /リストの見かた 第8章
レポート /リストのプリント方法と見かたについて説明します。

8.1　 レポート /リストの種類 .....................................................................................8-2
8.2　 リストプリントのメニューツリー ........................................................................8-3
8.3　 共通のリスト ....................................................................................................8-4
8.4　 G3/IP/I-FAX 共通のレポート /リスト ..................................................................8-8
8.5　 G3ファクスで出力されるレポート ....................................................................8-10



8.1　レポート /リストの種類

本機から印刷されるレポート、リストには以下の種類があります。
自動的に印刷されるレポート、印刷方法を設定できるレポート、必要に
応じて印刷の指示をするレポートがあります。また、プリントできるリ
ストについても説明します。

ひとこと

ソフトスイッチ設定により、レ
ポート出力の操作を管理者のみが
できるようにしたり、登録した宛
先をレポートに表示しないように
指定できます。詳しくは、「ユー
ザーズガイド ネットワーク管理者
編」をごらんください。

レポート名 説明

通信管理レポート 送信および受信の記録が記載されたレポートです。送受
信合わせて50通信ごとにプリントされます。通信管理レ
ポートの出力の指定は、管理者保守の［レポート設定］
－［通信管理レポート］で設定できます。

送信管理レポート 文書番号、送信開始日時、所要時間、相手先、モード、
返信済み枚数、送信容量など送信の記録が記載されたレ
ポートです。出荷時は50通ごとにプリントするよう設定
されています。［リストプリント］から手動でプリントす
ることもできます。

受信管理レポート 文書番号、受信開始日時、所要時間、相手先、モード、
記録済み枚数、通信結果など受信の記録が記載されたレ
ポートです。出荷時は50通ごとにプリントするよう設定
されています。［リストプリント］から手動でプリントす
ることもできます。

途中結果レポート 同報送信などで複数の宛先に送信しているとき、送信の
状況をプリントできます。［ジョブリスト］－［通信］タ
ブでジョブを確認したとき、［途中結果レポート］が表示
されている場合にプリントできます。

メモリクリアレ
ポート

停電などで消失した送信 /受信内容がある場合に、電源
を再びONにしたとき、一覧が自動的にプリントされま
す。

順次同報送信レ
ポート

順次同報送信を行ったとき、相手先すべてに送信できた
かどうかを確認できます。

結果レポート 送信の結果をプリントできます。レポートの出力タイミ
ングは出力する /不達のとき /出力しないから選択できま
す。

ワンタッチリスト ワンタッチに登録した相手先などをプリントできます。

プログラム一覧 プログラムとして登録した内容の詳細をプリントできま
す。

掲示板リスト 掲示板に登録された文書の一覧をプリントできます。

設定リスト 本機の各設定内容をプリントできます。
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8.2　リストプリントのメニューツリー

設定メニューでリスト、レポート出力に関連した項目は以下のように
なっています。

（*） オプションの FAXキットを装着していない場合は表示されません。

管理者保守 リストプリント 設定リスト（p. 8-9）
リストプリント 送信管理レポート（p. 8-4）

受信管理レポート（p. 8-5）
掲示板リスト *（p. 8-6）
ワンタッチリスト（p. 8-6）
プログラム一覧（p. 8-7）
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8.3　共通のリスト

8.3.1 送信管理レポート
文書番号、送信開始日時、所要時間、相手先、モード、返信済み枚数、
送信容量など送信の記録が記載されたレポートです。出荷時は 50通ご
とにプリントするよう設定されています。［リストプリント］から手動で
プリントすることもできます。

【設定メニュー /カウンタ】を押し、［リストプリント］から［送信管理
レポート］を押します。

出力例

ひとこと

ソフトスイッチ設定により、レ
ポート出力の操作を管理者のみが
できるようにしたり、登録した宛
先をレポートに表示しないように
指定できます。詳しくは、「ユー
ザーズガイド ネットワーク管理者
編」をごらんください。
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8.3　 共通のリスト
8.3.2 受信管理レポート
文書番号、受信開始日時、所要時間、相手先、モード、記録済み枚数、
通信結果など受信の記録が記載されたレポートです。出荷時は 50通ご
とにプリントするよう設定されています。［リストプリント］から手動で
プリントすることもできます。

【設定メニュー /カウンタ】を押し、［リストプリント］から［受信管理
レポート］を押します。

出力例

ひとこと

ソフトスイッチ設定により、レ
ポート出力の操作を管理者のみが
できるようにしたり、登録した宛
先をレポートに表示しないように
指定できます。詳しくは、「ユー
ザーズガイド ネットワーク管理者
編」をごらんください。
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8.3　 共通のリスト
8.3.3 掲示板リスト
掲示板に登録された文書の一覧をプリントできます。

【設定メニュー /カウンタ】を押し、［リストプリント］から［掲示板リ
スト］を押します。

出力例

8.3.4 ワンタッチリスト
登録したワンタッチのリストをプリントできます。

プリントのしかた
【設定メニュー /カウンタ】を押し、［リストプリント］から［ワンタッ
チリスト］を押します。

ひとこと

･ ソフトスイッチ設定により、レ
ポート出力の操作を管理者のみ
ができるようにしたり、登録し
た宛先をレポートに表示しない
ように指定できます。詳しくは、
「ユーザーズガイド ネットワーク
管理者編」をごらんください。
･ オプションの FAXキットを装着
していない場合は操作できませ
ん。
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8.3　 共通のリスト
出力例

8.3.5 プログラム一覧
選択したプログラムの内容をプリントできます。
【設定メニュー /カウンタ】を押し、［リストプリント］から［プログラ
ム一覧］を押します。

出力例
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8.4　G3/IP/I-FAX 共通のレポート /リスト

8.4.1 通信管理レポート
送信や受信の記録が記載されたレポートです。送受信を合わせて 50通
信ごとにプリントされます。必要に応じて送信だけの記録（送信管理レ
ポート）、受信だけの記録（受信管理レポート）をプリントすることがで
きます。

8.4.2 結果レポート
送信結果が自動的にプリントされます。設定メニューの管理者設定で、
プリントするタイミングを、出力する /不達のとき /出力しないから選
択できます。

8.4.3 順次同報送信結果レポート
順次同報送信が終了したときに自動的にプリントされます。
結果レポートを「出力する」に設定している場合、相手先すべてに送信
されたかどうかを確認することができます。

ひとこと

通信管理レポートの出力の設定に
ついては、「レポート設定」
（p. 10-28）をごらんください。

ひとこと

･ ソフトスイッチ設定により、順
次同報送信の結果を送信管理レ
ポートにまとめて印字する /個
別に印字するかを指定できます。
詳しくは、「ユーザーズガイド 
ネットワーク管理者編」をごら
んください。
･ ソフトスイッチ設定により、相
手先の電話番号を画面やレポー
トに表示しないように指定でき
ます。詳しくは、「ユーザーズガ
イド ネットワーク管理者編」を
ごらんください。
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8.4　 G3/IP/I-FAX 共通のレポート / リスト
8.4.4 設定リスト
本機で設定している設定リストをプリントできます。

プリントのしかた
管理者保守の［リストプリント］－［設定リスト］を押します。

出力例
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8.5　G3ファクスで出力されるレポート

8.5.1 メモリクリアレポート
停電があったとき、消失した蓄積情報がプリントされます。
本機のメモリに蓄積されている送信および受信情報は、停電があっても
約 2時間は保存されています。約 2時間を過ぎると蓄積情報は消失する
場合があり、停電が復旧し再び電源がONになったとき、自動的にメモ
リクリアレポートがプリントされます。
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第 9章

ユーザ設定 /ユーザ保守 /宛先登録 第9章
9.1　 ユーザ設定 /ユーザ保守 / 宛先登録のメニューツリー .............................................9-2
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9.1　ユーザ設定 /ユーザ保守 /宛先登録のメニューツリー

設定メニューで設定できる項目は以下のようになっています。このメニューツリーではネットワークスキャ
ン、G3ファクス、ネットワークファクスに関連する項目を記載しています。

9.1.1 ユーザ設定

9.1.2 ユーザ保守

環境設定 言語選択（表示用）（p. 9-4）
画面設定 優先画面（p. 9-4）

優先ファクス画面 *（p. 9-5）
初期設定 ファクス /スキャン ファクス /スキャナ初期設定（p. 9-5）

IP中継 / 中継先選択（p. 9-6）
ファイル形式（p. 9-6） フルカラー（p. 9-7）

グレースケール（p. 9-7）
白黒2値（p. 9-7）

回線モニタ音（p. 9-8）
POP3受信（p. 9-8）
プリント処理（p. 9-9）
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9.1　 ユーザ設定 /ユーザ保守 /宛先登録のメニューツリー
9.1.3 宛先登録

（*）オプションの FAXキットが装着されていない場合は表示されません。

ワンタッチ 相手先名（p. 9-13）
読み仮名
通信モード
削除（p. 9-14）
サブ相手先（p. 9-13）
ワンタッチのコピー（p. 9-13）

インデックス（p. 9-22）
登録文字列（p. 9-23）
掲示板 * タイトル（p. 9-25）

Fコード（p. 9-25）
Fコードパスワード（p. 9-25）
リモート入力チェック（p. 9-25）
リモート出力チェック（p. 9-25）

通信モード G3ファクス * G3-1/G3-2 ファクスNo.（p. 9-15）
速度（p. 9-15）
海外（p. 9-15）
Fコード（p. 9-16）

NWファクス インターネットファクス メールアドレス（p. 9-16）
メールモード（p. 9-17）

IPアドレスファクス IPアドレス /ホスト名
（p. 9-17）

ポート（p. 9-17）
IP中継 ファクス番号（p. 9-18）

中継先（p. 9-18）
PC E-Mail メールアドレス（p. 9-19）

SMB ホスト名 /IP アドレス
（p. 9-19）
ファイルパス（p. 9-19）
ユーザー名（p. 9-19）
パスワード（p. 9-19）

FTP ホスト名 /IP アドレス
（p. 9-20）
ファイルパス（p. 9-20）
ポート番号（p. 9-20）
anonymous（p. 9-20）
ユーザー名（p. 9-21）
パスワード（p. 9-21）
その他の項目（p. 9-21）
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9.2　ユーザ設定

9.2.1 ユーザ設定画面を表示させる
ユーザ設定画面を表示させるには、操作パネルの【設定メニュー /カウ
ンタ】を押し、表示されたメニューから［ユーザ設定］を押します。

9.2.2 環境設定－言語選択（表示用）
タッチパネルやレポートで表示される言語を設定できます。

9.2.3 画面設定－優先画面
操作を始める前の最初の画面を待機画面といいます。この待機画面を選
択できます（初期値：コピー）。

コピー：コピー画面を表示します。

ファクス / スキャン：ファクス /スキャン画面を表示します。

ひとこと

ソフトスイッチの設定により、宛
先登録の操作やリストプリントを
管理者のみができるように指定し
ている場合は、［宛先登録］［リス
トプリント］が表示されていない
場合があります。ソフトスイッチ
設定について詳しくは、「ユーザー
ズガイド ネットワーク管理者編」
をごらんください。

ひとこと

オプションの FAXキットを装着し
ていない場合は、［ファクス /ス
キャン］が［E-Mail］と表示され
ます。
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9.2　 ユーザ設定
9.2.4 画面設定－優先ファクス画面
【ファクス / スキャン】を押したときに表示される画面を設定できます
（初期値：ワンタッチ）。

ワンタッチ：ワンタッチ画面を表示します。

検索：検索画面を表示します。

ダイアル入力：ダイアル入力画面を表示します。

インデックス：インデックス一覧画面を表示します。

9.2.5 初期設定－ファクス /スキャン－ファクス /
スキャナ初期設定

本機の電源をONにしたときや【リセット】を押したときの初期設定を
変更できます。設定できる機能は以下のとおりです。

画質

解像度

カラー

濃度

下地調整

ファイル形式

倍率

発信元

発信元番号

2in1

回転送信

クイック送信

スタンプ

両面送信

ひとこと

･「インデックス」を設定した場合
は、ワンタッチの登録やプログ
ラム登録でもインデックス画面
が優先して表示されます。
･ オプションの FAXキットを装着
している場合は、表示が以下の
ように変わります。
［優先ファクス画面］→［優先
メール画面］
［ダイアル入力］→【アドレス入
力】
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9.2　 ユーザ設定
現在の設定：ユーザ設定画面に入る前に設定されていた状態を初
期値として設定します。
出荷時設定：お買い上げいただいたときの状態に戻ります。

9.2.6 初期設定－ファクス /スキャン－ IP中継 /
中継先選択

IP 中継先が複数登録されている場合、初期値とする中継先を設定しま
す。

9.2.7 初期設定－ファクス /スキャン－ファイル
形式

文書を送信するときのファイル形式の初期値を設定します（初期値：
PDF）。ファイル形式の初期値は、カラーごとに設定できます。

ひとこと

オプションの FAXキットが装着さ
れていない場合は表示されません。

IP中継先の登録は、管理者保守の
「ネットワーク設定」で行います。
詳しくは、「ユーザーズガイド 
ネットワーク管理者編」をごらん
ください。
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9.2　 ユーザ設定
フルカラー
フルカラー時の初期値を設定します。

グレースケール
グレースケール時の初期値を設定します。

白黒 2値
白黒 2値時の初期値を設定します。
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9.3　ユーザ保守

9.3.1 ユーザ保守画面を表示させる
ユーザ設定画面を表示させるには、操作パネルの【設定メニュー /カウ
ンタ】を押し、表示されたメニューから［ユーザ保守］を押します。

9.3.2 回線モニタ音
ファクス通信時に聞こえるモニタスピーカーからの音量を設定します
（初期値：3）。0～ 5までの範囲で設定します。

9.3.3 POP3受信
インターネットファクスを手動で受信できます。［POP3受信］を押す
と、サーバーにアクセスし、電子メールを受信します。

ひとこと

ソフトスイッチの設定により、宛
先登録の操作やリストプリントを
管理者のみができるように指定し
ている場合は、［宛先登録］［リス
トプリント］が表示されていない
場合があります。ソフトスイッチ
設定について詳しくは、「ユーザー
ズガイド ネットワーク管理者編」
をごらんください。

ひとこと

「0」に設定すると、音が鳴らなく
なります。

インターネットファクスの自動受
信やその他の設定については、「受
信する（I-FAX）」（p. 5-6）をご
らんください。
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9.3　 ユーザ保守
9.3.4 プリント処理
本機ではファクス受信した文書をプリントしないように設定しておき、
決まった曜日や時刻にまとめてプリントすることができます。指定した
とき以外に受信したファクスをプリントすることができます。

A ［プリント処理］を押します。

B パスワードが設定されている場合は、［プリント制御パスワー
ド］を入力します。

C プリントする場合は、［プリント開始］を押します。
プリントを中断する場合は［プリント停止］を押します。

［一時再開］を押すと、プリント停止中の文書をプリントし
たあと、プリント停止の状態に戻ります。

プリントしないようにする設定や、
プリント制御パスワードについて
は、「プリント制御パスワード」
（p. 10-27）をごらんください。
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9.4　宛先登録－ワンタッチ

ワンタッチの登録手順と設定項目について説明します。

9.4.1 ワンタッチ登録のながれ
本機には、ワンタッチを 300件まで登録できます。ワンタッチ登録のな
がれを説明します。通信モードごとの設定項目については、9-15 ペー
ジ以降の説明をごらんください。

A 操作パネルの【設定メニュー /カウンタ】を押します。

B ［宛先登録］を押します。

C ［ワンタッチ］を押します。

D 登録したいワンタッチを選択します。
インデックスを切替える場合は、［←］［→］または［イン
デックス一覧］から選択します。

ひとこと

ソフトスイッチの設定により、宛
先登録の操作を管理者のみができ
るようにしたり、登録した内容を
画面やレポートに表示しないよう
に設定できます。詳しくは、「ユー
ザーズガイド ネットワーク管理者
編」をごらんください。
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9.4　 宛先登録－ワンタッチ
E LDAPサーバーが検索先に登録されている場合は、LDAPサー
バーに登録されているアドレスをワンタッチに登録できます。
LDAPサーバーの検索をする /しないを選択します。
［する］を選択した場合は、LDAPサーバーにアクセスして
登録するアドレスを検索してから手順 6に進みます。検索の
手順については、「LDAP検索」（p. 4-12）をごらんくださ
い。
［しない］を選択した場合は手順 6に進みます。

F ワンタッチに登録する相手先名を入力し、［次へ］を押します。
相手先名は全角で 12文字（半角で 24文字）以内で入力しま
す。

G 相手先名の読み仮名を入力して［次へ］を押します。
読み仮名は自動的に入力されます。必要に応じて修正してく
ださい。
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9.4　 宛先登録－ワンタッチ
H 通信モードを選択し、［次へ］を押します。

I 通信モードに合わせて各種項目を入力します。

J 登録内容を確認し、［OK］を押します。
項目を修正する場合は、［↑］［↓］で画面を切替えてくださ
い。
通信モードによってはサブ相手先を登録できます。

サブ相手先の登録については、「サ
ブ相手先の設定（I-FAX/G3/IP/
中継 /E-Mail/FTP/SMB）」（p. 9-
13）をごらんください。
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9.4　 宛先登録－ワンタッチ
9.4.2 サブ相手先の設定（I-FAX/G3/IP/ 中継 /E-
Mail/FTP/SMB）

ひとつのワンタッチに宛先を 2か所登録しておくことにより、メインの
相手先に送信できなかった場合、サブ相手先として登録された宛先に送
信されます。
ワンタッチ登録の確認画面で［サブ相手先］を押すと、選択できるワン
タッチの一覧が表示されます。サブ相手先は登録後でも設定できます。

A ワンタッチの一覧からサブ相手先とする宛先を 1か所選択しま
す。

B サブ相手先の情報を確認し、［OK］を押します。

9.4.3 ワンタッチのコピー
現在設定しているワンタッチと同じ内容をコピーして保存できます。ワ
ンタッチのコピーは登録後でもできます。

A ［宛先登録］からコピー元のワンタッチを表示させます。

ひとこと

すでに登録されているワンタッチ
には登録できません。
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9.4　 宛先登録－ワンタッチ
B 3/3 ページに移動し、［ワンタッチのコピー］を押します。

C ワンタッチの一覧からコピー先にするワンタッチを 1か所選択
すると、内容がコピーされます。内容を確認し、［OK］を押し
ます。

9.4.4 ワンタッチの変更 /削除
登録したワンタッチの変更や削除を行う場合は、以下の手順で操作しま
す。

A 操作パネルの【設定メニュー /カウンタ】を押します。

B ［宛先登録］を押します。

C ［ワンタッチ］を押します。

D 変更 /削除したいワンタッチを選択します。
インデックスを切替える場合は、［←］［→］または［イン
デックス一覧］から選択します。

E 登録内容を確認し、該当する項目を変更します。
ワンタッチを削除する場合は、［削除］を押します。
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9.4　 宛先登録－ワンタッチ
9.4.5 G3 ファクスの登録
G3ファクスの登録項目について説明します。

ファクスNo.
相手先のファクス番号を 64桁以内で入力します。ダイアルはテンキー
から入力します。

［トーン］：ダイアル（パルス）回線を使用している場合に、
プッシュトーンを送出するために押します。ファクス情報サー
ビスを利用する場合などに使用します。画面には「T」と表示
されます。
［ポーズ］：ダイアルに間をあけたいときに押します。1回押す
と、約 1秒の間隔を挿入できます。画面には「P」と表示され
ます。
［S］：相手機確認送信をしたいときに押します。画面には「S」
と表示されます。

速度
情報を送る速さ（伝送速度）を設定します。2.4 ～ 33.6 の範囲で設定
します。

海外
通信状態の悪いところへ通信する場合、伝送速度をゆっくりとしたス
ピードに設定して送信します。
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9.4　 宛先登録－ワンタッチ
F コード
送信時に Fコードを使用する場合は、Fコードを入力します。

Fコード（SUB）：親展送信などを行う場合に入力します。

Fコード（SEP）：リモート取り出しなど、相手先に用意された
原稿をこちらから受信する場合（ポーリング受信）に入力しま
す。
Fコード（SID/PWD）：Fコードにパスワードを設定する場合
に入力します。

9.4.6 インターネットファクスの登録
インターネットファクスの登録項目について説明します。

メールアドレス
相手先のE-Mail アドレスを 64文字以内で入力します。
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9.4　 宛先登録－ワンタッチ
メールモード
インターネットファクスでは、相手の装置が対応していない送信サイズ、
解像度および符号化方式を使用して送信した場合、受信側で受信データ
を見ることができない場合があります。上限値を設定することで、相手
の装置がサポートしていない能力を指定してもあらかじめ設定した内容
で送信されます。

9.4.7 IP アドレスファクスの登録
IP アドレスファクスの登録項目について説明します。

IP アドレス /ホスト名
送信先のコンピューターの IP アドレスまたはホスト名を入力します。

IP アドレスで指定する場合は、テンキーで IP アドレスを入力し
ます。
ホスト名の場合は［ホスト名］を押して半角 64文字以内で入力
します。

ポート
ポート番号を入力します（入力範囲：1～ 65535）。

ひとこと

･ 画像データ量が多くなると、
ネットワークに対する負荷が大
きくなります。また、ネット
ワーク環境によっては通信がで
きない場合があります。
･ 各項目毎に希望の値を設定する
場合にはそれぞれのメニューを
選択し、値を変更します。
･ 受信側がコンピューターで画像
を閲覧する場合、符号化によっ
ては閲覧できない場合がありま
す。「MH」を選択すると閲覧で
きる可能性が高くなります。
･ 符号化データ量は、画像データ
に依存しますが、一般的には、
MMR < MR < MHの順で多く
なります。

項目 説明

送信サイズ（上限） 受信側が対応している原稿サイズの上限を設定します。

送信解像度（上限） 受信側が対応している解像度の上限を設定します。

符号化方式 受信側に適した符号化方式を設定します。

･ IP アドレスファクスの受信側の
機器に「SMTP認証ユーザ名」
と「SMTP認証パスワード」が
設定されている場合、送信する
機器でもSMTP認証ユーザ名と
SMTP認証パスワードを設定し
てください。
･ ソフトスイッチ設定により
SMTP認証機能が有効になって
いる場合は、［SMTP認証］が
表示されます。ここでSMTP認
証ユーザ名とSMTP認証パス
ワードを設定し、ワンタッチを
登録してください。
･ ソフトスイッチ設定の内容につ
いて、詳しくは「ユーザーズガ
イド ネットワーク管理者編」を
ごらんください。

･ DNS設定について、詳しくは
「ユーザーズガイド ネットワーク
管理者編」をごらんください。
･ ソフトスイッチの設定により、
表示される画面をアドレス入力
画面かホスト名入力画面に設定
できます。詳しくは「ユーザー
ズガイド ネットワーク管理者編」
をごらんください。
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9.4　 宛先登録－ワンタッチ
9.4.8 IP 中継の登録
IP 中継の登録項目について説明します。

ファクス番号
相手先のファクス番号を 64桁以内で入力します。ダイアルはテンキー
から入力します。

［トーン］：ダイアル（パルス）回線を使用している場合に、
プッシュトーンを送出するために押します。ファクス情報サー
ビスを利用する場合などに使用します。画面には「T」と表示
されます。
［ポーズ］：ダイアルに間をあけたいときに押します。1回押す
と、約 1秒の間隔を挿入できます。画面には「P」と表示され
ます。

中継先
送信の中継を行う機器を選択し、［OK］を押します。

9.4.9 E-Mail の登録
E-Mail 送信の登録項目について説明します。

ひとこと

･ 中継先はあらかじめ登録の必要
があります。詳しくは、「初期設
定－ファクス /スキャン－ IP中
継 / 中継先選択」（p. 9-6）をご
らんください。
･ 中継機に「SMTP認証ユーザ
名」と「SMTP認証パスワー
ド」が設定されている場合、送
信する機器でも中継先の登録時
にSMTP認証ユーザ名と
SMTP認証パスワードを設定す
る必要があります。詳しくは、
「ユーザーズガイド ネットワーク
管理者編」をごらんください。
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9.4　 宛先登録－ワンタッチ
メールアドレス
パネルから E-Mail アドレスを入力します。

［ドメイン］：よく使用するドメイン名などを登録しておくと、
簡単にアドレスを入力できます。

9.4.10 SMBの登録
SMBの登録項目について説明します。

ホスト名 /IP アドレス
送信先のコンピューターのホスト名または IP アドレスを入力します。

ホスト名の場合は半角 64文字以内で入力します。

IP アドレスで指定する場合は、［IP 入力］を押してテンキー
で IPアドレスを入力します。

ファイルパス
保存先のファイルパスをパネルから半角 128文字以内で入力します。

ユーザ名
送信先のコンピューターにログインするユーザ名をパネルから半角 32
文字以内で入力します。

パスワード
送信先のコンピューターにログインするパスワードをパネルから半角 14
文字以内で入力します。

［ドメイン］に登録する文字列の登
録については、「宛先登録－登録文
字列」（p. 9-23）をごらんくださ
い。
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9.4　 宛先登録－ワンタッチ
9.4.11 FTPの登録
FTP の登録項目について説明します。

ホスト名 /IP アドレス
送信先のサーバーのホスト名または IP アドレスを入力します。

ホスト名の場合は半角 64文字以内で入力します。

IP アドレスで指定する場合は、［IP 入力］を押してテンキー
で IPアドレスを入力します。

ファイルパス
保存先のファイルパスをパネルから半角 128文字以内で入力します。

ポート番号
FTP送信時に使用するポート番号を入力します（入力範囲：1～
65535）。

anonymous
サーバーへのログイン時にユーザ名を設定しない場合に［使用する］を
選択します。
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9.4　 宛先登録－ワンタッチ
ユーザ名
「anonymous」を選択しなかった場合に入力します。送信先のコン
ピューターにログインするユーザ名をパネルから半角 32文字以内で入
力します。

パスワード
送信先のサーバーにログインするパスワードをパネルから半角 32文字
以内で入力します。

その他の項目
ワンタッチ登録前の確認画面（3/3）で以下の項目を設定できます。

項目 説明

PASV PASVモードのON/OFFを選択します。

プロキシ プロキシサーバー使用のON/OFFを選択します。
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9.5　宛先登録－インデックス

インデックスの登録手順と設定項目について説明します。
インデックスは 20個あり、ひとつのインデックスに 15件のワンタッ
チを登録できます。登録したいインデックスキーを選択し、パネルから
インデックス名を入力します。

全角 4文字（半角 8文字）以内で入力してください。
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9.6　宛先登録－登録文字列

メールアドレスを入力するときに表示される［ドメイン］に記載される
アドレスの設定項目について説明します。メールアドレス入力時、ドメ
イン名などを登録しておくと簡単にアドレスを入力できます。文字列は
6個まで登録できます。
登録したいキーを押し、登録文字列を入力します。

半角 64文字以内で入力してください。
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9.7　宛先登録－掲示板

掲示板の登録手順と設定項目について説明します。掲示板に文書を登録
するためには、あらかじめ掲示板を登録しておく必要があります。ここ
では、掲示板の開設のしかたを説明します。

掲示板登録のながれ

A 操作パネルの【設定メニュー /カウンタ】を押します。

B ［宛先登録］を押します。

C ［掲示板］を押します。

D 登録したい掲示板の番号を選択します。

ひとこと

オプションの FAXキットが装着さ
れていない場合は表示されません。

ひとこと

ソフトスイッチの設定により、宛
先登録の操作やリストプリントを
管理者のみができるように指定し
ている場合は、［宛先登録］［リス
トプリント］が表示されていない
場合があります。ソフトスイッチ
設定について詳しくは、「ユーザー
ズガイド ネットワーク管理者編」
をごらんください。
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9.7　 宛先登録－掲示板
E 掲示板の項目を登録します。
掲示板の登録を削除する場合は、［削除］を押します。

タイトル
掲示板のタイトルを掲示板の番号ごとに登録します。全角で 8文字（半
角のときは 16文字）以内で入力します。

F コード
掲示板機能を使うための Fコードを掲示板の番号ごとに登録します。
0～ 9、#、＊で最大 20桁まで登録できます。

F コードパスワード
掲示板からリモート取り出しするときのパスワードを設定することがで
きます。必要に応じ、掲示板の番号ごとに登録します。
0～ 9、#、＊で最大 20桁まで登録できます。

リモート入力チェック
掲示板に文書を登録するときに、パスワードによる規制をする / しない
を設定します。お買い上げいただいたときは、リモート入力チェック
「する」に設定されています。

リモート出力チェック
掲示板の文書を取り出すときに、パスワードによる規制をする / しない
を設定します。お買い上げいただいたときは、リモート出力チェック
「しない」に設定されています。
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10.1　はじめに設定してください

10.1.1 G3 ファクス
G3ファクスを使用するときは、以下の項目をはじめに設定してくださ
い。

自局 ID
「ファクス設定－自局 ID（G3/ 中継）」（p. 10-17）をごらんください。

受信機能
「ファクス設定－受信機能（G3）」（p. 10-17）をごらんください。

10.1.2 インターネットファクス
インターネットファクスを使用するときは、以下の項目をはじめに設定
してください。

自局 ID
「ファクス設定－自局 ID（G3/ 中継）」（p. 10-17）をごらんください。

ネットワーク設定

10.1.3 IP アドレスファクス
IP アドレスファクスを使用するときは、以下の項目をはじめに設定して
ください。

自局 ID
「ファクス設定－自局 ID（G3/ 中継）」（p. 10-17）をごらんください。

ネットワーク設定

10.1.4 IP 中継
IP 中継を使用するときは、以下の項目をはじめに設定してください。

自局 ID
「ファクス設定－自局 ID（G3/ 中継）」（p. 10-17）をごらんください。

IP 中継 中継先設定
「初期設定－ファクス /スキャン－ IP 中継 / 中継先選択」（p. 9-6）をご
らんください。

ネットワーク設定

10.1.5 E-Mail
E-Mail やインターネットファクスを使用するときは、以下の項目をはじ
めに設定してください。ここでは基本的な項目を設定していますが、詳
しくは「ユーザーズガイド ネットワーク管理者編」もあわせてごらんく
ださい。

ネットワーク設定

詳しくは「ユーザーズガイド ネッ
トワーク管理者編」をごらんくだ
さい。

詳しくは「ユーザーズガイド ネッ
トワーク管理者編」をごらんくだ
さい。

詳しくは「ユーザーズガイド ネッ
トワーク管理者編」をごらんくだ
さい。
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10.1　 はじめに設定してください
10.1.6 SMB送信
ファイル送信（SMB）を行うときは、以下の項目をはじめに設定してく
ださい。ここでは基本的な項目を紹介していますが、詳しくは「ユー
ザーズガイド ネットワーク管理者編」もあわせてごらんください。

ネットワーク設定

10.1.7 FTP送信
ファイル送信（FTP）を行うときは、以下の項目をはじめに設定してく
ださい。ここでは基本的な項目を紹介していますが、詳しくは「ユー
ザーズガイド ネットワーク管理者編」もあわせてごらんください。

ネットワーク設定

詳しくは「ユーザーズガイド ネッ
トワーク管理者編」をごらんくだ
さい。

詳しくは「ユーザーズガイド ネッ
トワーク管理者編」をごらんくだ
さい。
管理者保守設定 10-3



10.2　管理者保守のメニューツリー

管理者保守で操作できる設定項目は以下のとおりです。このメニューツリーではネットワークスキャン、
G3ファクス、ネットワークファクスに関連する項目を記載しています。

ひとこと

ソフトスイッチの設定により、宛先登録の操作を管理者のみができるように指定している場合は、［宛先登録］が表示さ
れている場合があります。宛先登録のメニューツリーは「宛先登録」（p. 9-3）をごらんください。ソフトスイッチ設
定について詳しくは、「ユーザーズガイド ネットワーク管理者編」をごらんください。

10.2.1 環境設定

10.2.2 管理者設定

10.2.3 文書管理

（*） オプションの FAXキットを装着していない場合は操作できません。
（*2）オプションの拡張メモリ（512MB）を装着している場合に表示されます。

言語選択（入出力）（p. 10-6）
出力設定 受信プリント出力設定（p. 10-8） プリンタ *2

ファクス / メール（p. 10-6）
排紙トレイ設定（p. 10-7） ネットワーク

ファクス（ポート1）
ファクス（ポート2）

管理データメール送信（p. 10-8）

管理者転送 通信モード（p. 10-9）
受信文書 一般文書（p. 10-10） パスワード（p. 10-10）

受信文書の扱い（p. 10-11）
転送先（p. 10-11）

ネットワーク（p. 10-12） パスワード（p. 10-12）
受信文書の扱い（p. 10-12）
転送先（p. 10-12）

G3-1/G3-2* パスワード（p. 10-13）
受信文書の扱い（p. 10-13）
転送先（p. 10-13）

ボックス * ボックス名（p. 10-14）
種類（p. 10-14） Fコード（p. 10-15）

ナンバーディスプレイ（p. 10-15）
ダイアルイン（p. 10-15）

番号（p. 10-15）
パスワード（p. 10-15）
受信文書の扱い（p. 10-15）
転送先（p. 10-16）
リモート入力チェック（p. 10-16）
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10.2　 管理者保守のメニューツリー
10.2.4 ファクス設定 *

10.2.5 送信設定

10.2.6 受信設定

10.2.7 レポート設定

自局 ID（p. 10-17）
受信機能 着信方式（p. 10-17）

着信回数設定（p. 10-18）
パスワード通信（p. 10-18）
自局電話番号1/2 自局電話番号（p. 10-19）

PBX接続モード（p. 10-19）
ダイアル方式（p. 10-20）

ナンバーディスプレイ ナンバーディスプレイ機能1（p. 10-20）
ナンバーディスプレイ機能2（p. 10-20）
ナンバーディスプレイ番号表示（p. 10-21）
着信拒否登録（p. 10-21）

ダイアルイン ダイアルイン機能1（p. 10-22）
ダイアルイン機能2（p. 10-22）

発信元登録（p. 10-24）
リダイアル オートリダイアル回数（p. 10-24）

オートリダイアル間隔（p. 10-25）

オフモード時の出力設定 時刻指定（p. 10-26）
プリント制御パスワード（p. 10-27）

受信文書ボックス削除（p. 10-27）

結果レポート（p. 10-28）
通信管理レポート（p. 10-28）
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10.3　環境設定（G3/I-FAX/IP/ 中継 /E-Mail/FTP/SMB）

10.3.1 管理者保守画面を表示させる
管理者保守画面を表示させるには、操作パネルの【設定メニュー /カウ
ンタ】を押し、表示されたメニューから［管理者保守］を押します。続
けて管理者パスワードを入力し、［OK］を押します。

10.3.2 環境設定－言語選択（入出力）
入出力用言語を設定できます。

10.3.3 環境設定－出力設定－受信プリント出力設
定－ファクス /メール

プリンタやファクス / メールのデータ受信後のプリントのタイミングを
設定できます。

一括プリント：文書をすべて受信してからプリントします。

同時プリント：文書を 1ページ受信するごとにプリントします。

ひとこと

･［プリント］はオプションの拡張
メモリ（512MB）を装着してい
る場合に表示されます。
･ オプションの FAXキットを装着
していない場合は［ファクス /
メール］が［メール］と表示さ
れます。
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10.3　 環境設定（G3/I-FAX/IP/ 中継 /E-Mail/FTP/SMB）
10.3.4 環境設定－出力設定－排紙トレイ設定
機能ごとに優先して出力される排紙トレイを設定できます。［ネットワー
ク］［ファクス］など、機能を選択し、それぞれ出力先を設定します。 ひとこと

･ 排紙トレイの設定を行うには、
オプションのジョブセパレー
ターが必要です。
･ オプションの FAXキットを装着
していない場合は［ファクス］
は表示されません。
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10.4　管理者設定

10.4.1 管理者設定－管理データメール送信
通信管理レポート（送信管理レポート /受信管理レポート）をCSV形
式で生成し、添付ファイルとして管理者にメール送信できます。送信先
となる本機の管理者のE-Mail アドレスを登録します。

･ 通信管理データは、50通信ごと
にまとめてCSV形式のファイル
で送信されます。
･ E-Mail アドレスは 64文字以内
で入力してください。
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10.5　文書管理

10.5.1 文書管理－管理者転送－通信モード（G3/
IP/I-FAX/ 中継 /E-Mail/FTP/SMB）

本機から送信する文書を管理するために、管理者が設定した宛先に本機
からの送信文書を転送できます。
［管理者転送］を押したあと、管理者宛にファクスで転送する場合を例に
説明します。

A 転送する通信モードを選択し、［次へ］を押します。

B 転送先を指定し、［次へ］を押します。

C 転送先を確認し、［OK］を押すと転送先が設定されます。

ポーリング送信、掲示板登録、ク
イック送信、手動送信および文書
管理による転送の場合は管理者転
送できません。

ひとこと

･ ソフトスイッチ設定により、管
理者転送をする /しないを設定
できます。詳しくは「ユーザー
ズガイド ネットワーク管理者編」
をごらんください。
･ ソフトスイッチ設定により、管
理者転送したときの結果レポー
トの出力のしかたを設定できま
す。詳しくは「ユーザーズガイ
ド ネットワーク管理者編」をご
らんください。
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10.5　 文書管理
10.5.2 文書管理とは
ファクスを受信したとき、受信文書の処理のしかた（印刷 /転送 / 強制
メモリ受信など）をそれぞれ設定できます。

お買い上げいただいたときは、各種類とも「プリント」に設定さ
れています。
リモートコピー受信したときは、設定によらずプリントします。

文書管理の設定は、「ダイアルイン」、「ナンバーディスプレイ」、
「Fコード」、「受信ポート（ネットワーク /G3-1/G3-2）」、「一般
文書」の順に優先されます。

文書の種類
文書は以下の 3種類に分類されています。

一般文書：通常の受信文書の受信のしかたを設定します。

ネットワーク /G3-1/G3-2：回線ごとに異なる受信のしかたを設
定できます。
受信ボックス：Fコード、ナンバーディスプレイ、ダイアルインな
ど特殊な情報を持つ文書に専用の受信ボックスを作成し、受信の
しかたを設定できます。

10.5.3 文書管理－受信文書－一般文書（G3/IP/I-
FAX/ 中継 /E-Mail）

通常の受信文書の受信のしかたを設定します。

パスワード
文書を取り出すときに必要なパスワードを登録します。パスワードは確
認のため、2回入力してください。

ひとこと

･ ナンバーディスプレイを利用す
るには、NTT東日本・NTT西日
本との「ナンバーディスプレイ」
の契約が必要です。また、本機
でナンバーディスプレイを使用
する設定を行います。
･ ダイアルインを利用するには、
NTT東日本・NTT西日本との
「ダイアルインサービス」の契約
が必要です。また、本機でダイ
アルインを使用する設定を行い
ます。
･ ソフトスイッチの設定により、
受信文書を転送するとき発信元
情報を付加できます。詳しくは、
「ユーザーズガイド ネットワーク
管理者編」をごらんください。
･ オプションの FAXキットを装着
していない場合は［G3-1］
［G3-2］は表示されません

ひとこと

パスワードの設定は任意です。設
定しない場合は他の項目へ進んで
ください。
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10.5　 文書管理
受信文書の扱い
受信した文書の管理方法を設定します。

プリント：文書を受信するとすぐにプリントします。

転送：受信した文書を指定した相手先に転送します。転送先は
210件まで指定できます。
プリントと転送：文書を受信するとすぐにプリントし、指定し
た相手先にも転送します。転送先は 210件まで指定できます。
強制メモリ受信：受信した文書をプリントせずに、［一般文書］
ボックスに保存します。

転送先
「受信文書の扱い」で［転送］または［プリントと転送］を選択した場合
に設定します。

新しく相手先を指定するときは、［次宛先］を押して相手先を
選択します。
登録した相手先を削除するときは、相手先を選択して［削除］
を押します。

ひとこと

ボックスに保存した文書をプリン
トする場合は、［ジョブリスト］の
［文書］タブから操作します。詳し
くは、「ジョブリストの表示と操
作」（p. 2-5）をごらんください。
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10.5　 文書管理
10.5.4 文書管理－受信文書－ネットワーク（IP/I-
FAX）

インターネットファクス、IPアドレスファクスで受信した文書の管理方
法を設定します。

パスワード
文書を取り出すときに必要なパスワードを登録します。パスワードは確
認のため、2回入力してください。

受信文書の扱い
管理を行う場合は、［使う］を押してから文書の管理方法を設定します。

プリント：文書を受信するとすぐにプリントします。

転送：受信した文書を指定した相手先に転送します。転送先は
210件まで指定できます。
プリントと転送：文書を受信するとすぐにプリントし、指定し
た相手先にも転送します。転送先は 210件まで指定できます。
強制メモリ受信：受信した文書をプリントせずに、［ネット
ワーク］ボックスに保存します。

転送先
「受信文書の扱い」で［転送］または［プリントと転送］を選択した場合
に設定します。

新しく相手先を指定するときは、［次宛先］を押して相手先を
選択します。
登録した相手先を削除するときは、相手先を選択して［削除］
を押します。

ひとこと

パスワードの設定は任意です。設
定しない場合は他の項目へ進んで
ください。

ひとこと

ボックスに保存した文書をプリン
トする場合は、［ジョブリスト］の
［文書］タブから操作します。詳し
くは、「ジョブリストの表示と操
作」（p. 2-5）をごらんください。
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10.5　 文書管理
10.5.5 文書管理－受信文書－G3-1/G3-2（G3）
G3-1 ポートおよびG3-2 ポートで受信した文書の管理方法を設定しま
す。

パスワード
文書を取り出すときに必要なパスワードを登録します。パスワードは確
認のため、2回入力してください。

受信文書の扱い
管理を行う場合は、［使う］を押してから文書の管理方法を設定します。

プリント：文書を受信するとすぐにプリントします。

転送：受信した文書を指定した相手先に転送します。転送先は
210件まで指定できます。
プリントと転送：文書を受信するとすぐにプリントし、指定し
た相手先にも転送します。転送先は 210件まで指定できます。
強制メモリ受信：受信した文書をプリントせずに、［G3-1］/
［G3-2］ボックスに保存します。

転送先
「受信文書の扱い」で［転送］または［プリントと転送］を選択した場合
に設定します。

新しく相手先を指定するときは、［次宛先］を押して相手先を
選択します。
登録した相手先を削除するときは、相手先を選択して［削除］
を押します。

ひとこと

パスワードの設定は任意です。設
定しない場合は他の項目へ進んで
ください。

ひとこと

ボックスに保存した文書をプリン
トする場合は、［ジョブリスト］の
［文書］タブから操作します。詳し
くは、「ジョブリストの表示と操
作」（p. 2-5）をごらんください。
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10.5　 文書管理
10.5.6 文書管理－受信文書－ボックス（G3）
F コード、ナンバーディスプレイ、ダイアルインなど特殊な情報を持つ
文書に専用の受信ボックスを作成し、受信のしかたを設定できます。
はじめにボックスを作成します。［0］～［8］までのタブの 180個に
ボックスを作成できます。設定するボックスのキーを押して、ボックス
の文書管理方法を設定します。

ボックス名
パネルからボックス名を設定します。半角 8文字（全角 4文字）以内で
入力してください。

種類
受信の管理を行う種類を選択します。

ひとこと

･ 受信ボックスの削除方法は、「受
信文書ボックス削除（G3/IP/I-
FAX/ 中継 /E-Mail）」（p. 10-
27）をごらんください。
･ オプションの FAXキットを装着
していない場合は［ボックス］
は操作できません。

ひとこと

ナンバーディスプレイ、ダイアル
インを設定するには、あらかじめ
各機能を「使用する」に設定して
ください。詳しくは、「ファクス設
定－ナンバーディスプレイ（G3）」
（p. 10-20）、「ファクス設定－ダ
イアルイン（G3/ 中継）」（p. 10-
22）をごらんください。
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10.5　 文書管理
番号
受信の種類に応じた番号を入力します。

「Fコード」を選択した場合は、Fコードを入力します。

「ナンバーディスプレイ」を選択した場合は、指定の番号を入
力します。
「ダイアルイン」を選択した場合は、ダイアルイン番号を入力
します。

パスワード
文書を取り出すときに必要なパスワードを登録します。受信の種類に応
じて以下の内容を入力します。

「Fコード」を選択した場合は、Fコードパスワードを入力しま
す。パスワードが不要な場合は入力しないでください。

受信文書の扱い
文書の管理方法を設定します。

プリント：文書を受信するとすぐにプリントします。

転送：受信した文書を指定した相手先に転送します。転送先は
210件まで指定できます。
プリントと転送：文書を受信するとすぐにプリントし、指定し
た相手先にも転送します。転送先は 210件まで指定できます。
強制メモリ受信：受信した文書をプリントせずに、作成した
ボックスに保存します。

ひとこと

パスワードの設定は任意です。設
定しない場合は他の項目へ進んで
ください。

ひとこと

ボックスに保存した文書をプリン
トする場合は、［ジョブリスト］の
［文書］タブから操作します。詳し
くは、「ジョブリストの表示と操
作」（p. 2-5）をごらんください。
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10.5　 文書管理
転送先
「受信文書の扱い」で［転送］または［プリントと転送］を選択した場合
に設定します。

新しく相手先を指定するときは、［次宛先］を押して相手先を
選択します。
登録した相手先を削除するときは、相手先を選択して［削除］
を押します。

リモート入力チェック
F コードを使用する場合は、リモート入力チェックをする /しないを設
定します。
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10.6　ファクス設定

10.6.1 ファクス設定－自局 ID（G3/ 中継）
送信元の名前や電話番号を IDとして登録しておくと、相手先ファクスの
管理レポートやパネルなどに、登録した内容が表示されます。受信側で
どこから送信された原稿かが確認しやすくなります。

IDはアルファベット、数字、カタカナ、記号で半角 12文字まで登
録できます。
相手先によっては自局 IDを表示できない機種があります。その場
合は、自局電話番号として登録した番号が表示されます。

10.6.2 ファクス設定－受信機能（G3）
ファクスの着信のしかたと自動着信するまでの呼出し音の回数を設定し
ます。

着信方式
ファクスの着信のしかたを設定します（初期値：自動着信）。

自動：自動着信に設定します。

手動：手動受信に設定します。

自局電話番号の登録について、詳
しくは「自局電話番号」（p. 10-
19）をごらんください。

ひとこと

オプションの FAXキットを装着し
ていない場合は設定できません。

ひとこと

･ 受信のしかたによる着信方式の
設定については、「受信する
（G3/IP/I-FAX）」（p. 5-1）をご
らんください。
･ オプションの FAXキットが装着
されていない場合は表示されま
せん。
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10.6　 ファクス設定
着信回数設定
自動着信するまでの呼出し回数を設定します（初期値：1）。

呼出し回数は 1～ 20の範囲で設定できます。

オプションの FAX/TEL 切替＆ハンドセットを装着している場合
は、0～ 20の範囲で設定できます。

10.6.3 ファクス設定－パスワード通信（G3）
送信側と受信側であらかじめ登録しておいたパスワードが一致したとき
だけに送受信を行う機能をパスワード通信といいます。パスワード通信
を行うために必要なパスワードの設定を行います。

10.6.4 ファクス設定－自局電話番号情報（G3/ 中
継）

ポートごとに自局電話番号、構内交換機、回線種別などを設定します。

ひとこと

ハンドセットを装着した場合の呼
出し回数は、ソフトスイッチ設定
で行います。詳しくは、「ユーザー
ズガイド ネットワーク管理者編」
をごらんください。

･ パスワードは数字2桁で設定し
ます。
･ お買い上げ時のパスワードは
「00」に設定されています。

ひとこと

オプションの FAXキットが装着さ
れていない場合は表示されません。

ひとこと

･ 回線を 2本設定している場合は、
それぞれ自局電話番号情報を設
定してください。
･ オプションの FAXキットが装着
されていない場合は表示されま
せん。
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10.6　 ファクス設定
自局電話番号
こちらの電話番号を登録します。相手先にこちらの電話番号を通知する
ときに利用されます。
テンキーから電話番号を入力します。

電話番号は 20桁まで入力できます。

PBX接続モード
PBX（構内交換機）に接続して使用すると正しくファクスが送受信でき
ないことがあります。PBXを介して一般加入電話回線で使用するときに
設定します（初期値：外線）。

内線：PBX（構内交換機）を介して一般加入電話回線に接続し
ます。
外線：一般加入電話回線に直接接続します。

「内線」を選択した場合は、さらに外線発信番号を入力します。

ひとこと

自局電話番号は、相手先のレポー
トなどに表示される場合がありま
す。確認しやすいように市外局番
から登録することをおすすめしま
す。
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10.6　 ファクス設定
ダイアル方式
ご使用の電話回線に合わせてダイアル方式を設定します（初期値：
DP20）。ダイアル方式を選択してください。

DP20：ダイアル回線のスピードが 20pps

DP10：ダイアル回線のスピードが 10pps

PB：プッシュ回線

10.6.5 ファクス設定－ナンバーディスプレイ
（G3）

ナンバーディスプレイを利用し、相手先から通知される電話番号ごとに
着信を拒否したりすることができます。

ナンバーディスプレイ機能 1/2
ナンバーディスプレイ機能を利用する /利用しないを設定します（初期
値：利用しない）。

ひとこと

ご使用のダイアル方式がわからな
い場合は、自動検出を利用するか
NTT東日本 /NTT西日本にお問い
合わせください。

･ ナンバーディスプレイを利用す
るには、NTT東日本・NTT西日
本との「ナンバーディスプレイ」
の契約が必要です。
･ ナンバーディスプレイ機能を利
用し、電話番号ごとにファクス
文書の受信のしかたを設定する
ことができます。設定方法につ
いては「文書管理－受信文書－
ボックス（G3）」（p. 10-14）
をごらんください。
･ 外付け電話機としてナンバー
ディスプレイ機能搭載の電話機
を設置する場合は、本機のナン
バーディスプレイ機能を「利用
しない」に設定してください。
「利用する」に設定すると、外付
け電話機のナンバーディスプレ
イ機能が正常に動作しないこと
があります。

ひとこと

オプションの FAXキットを装着し
ていない場合は表示されません。
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10.6　 ファクス設定
ナンバーディスプレイ番号表示
相手先表示にナンバーディスプレイで通知された番号を表示する /しな
いを設定します。また、相手先から通知された電話番号をワンタッチに
登録できます（初期値：する）。

着信拒否登録
ナンバーディスプレイ機能を利用し、特定の電話番号から着信や公衆電
話からの着信などを拒否することができます。着信拒否する相手先は最
大 5か所まで登録できます。
着信を拒否する登録番号を選択し、拒否の区分を選択するか、拒否する
番号を入力してください。

非通知：電話番号非表示の相手先からの着信を拒否します。

公衆電話：公衆電話からの着信を拒否します。

表示圏外：ナンバーディスプレイの番号通知圏外からの着信を
拒否します。
受信エラー：ナンバーディスプレイの番号通知を正常に受信で
きない場合に着信を拒否します。

ひとこと

「ナンバーディスプレイ機能」を
「利用する」にした場合に設定でき
ます。

ひとこと

「ナンバーディスプレイ機能」を
「利用する」にした場合に設定でき
ます。
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10.6　 ファクス設定
10.6.6 ファクス設定－ダイアルイン（G3/ 中継）
ダイアルインでは、ひとつの回線で複数の電話番号を使用することがで
きます。

ダイアルイン機能 1/2
ダイアルイン機能を使用する /しないを設定します（初期値：利用しな
い）。

電話専用電話番号
オプションの FAX/TEL 切替 &ハンドセットを装着している場合、ダイ
アルイン機能を利用し電話専用の電話番号を登録することができます。
電話専用の電話番号を利用する場合は、ダイアルイン機能を［利用する］
に設定してください。

電話専用の電話番号に着信した場合は、ファクスの自動着信がで
きません。この場合は、転送受信の操作を行ってください。転送
受信のしかたは「手動受信（電話専用）」（p. 5-5）を参照してく
ださい。
電話専用の電話番号を登録すると、電話専用の電話番号以外での
着信では着信方式の設定が無効となり、すべてファクス受信にな
ります。

･ ダイアルインを利用するには、
NTT東日本・NTT西日本との
「ダイアルインサービス」の契約
が必要です。
･ ダイアルイン機能を利用し、電
話番号ごとにファクス文書の受
信のしかたを設定することがで
きます。設定方法については
「文書管理－受信文書－ボックス
（G3）」（p. 10-14）をごらんく
ださい。
･ 外付け電話機としてナンバー
ディスプレイ機能搭載の電話機
を設置する場合は、本機のナン
バーディスプレイ機能を「利用
しない」に設定してください。
「利用する」に設定すると、外付
け電話機のナンバーディスプレ
イ機能が正常に動作しないこと
があります。
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10.6　 ファクス設定
電話専用の電話番号は、文書管理のダイアルイン番号と重複して
登録できません。
電話専用の電話番号に着信したときは、ナンバーディスプレイ機
能付きの電話機を外付け電話機に利用している場合でも、番号表
示できません。

［ダイアルイン設定］－［電話番号］を押し、電話専用となる電話番号を
入力します。
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10.7　送信設定

10.7.1 送信設定－発信元登録（G3/ 中継）
相手先にこちらの名前を通知することができます。発信元は最大 8個ま
で登録でき、送信時に選択できます。発信元をつけて送信すると、送信
した原稿の先端にプリントされます。
発信元の登録番号を選択し、発信元名を入力します。

発信元名は 40文字以内で入力します。

全角と半角は混在して入力できません。

10.7.2 送信設定－リダイアル（G3/ 中継）
通信の異常などで送信ができなかった場合、自動的にリダイアル（再送
信）を行います。このリダイアルの回数や間隔を設定します。

オートリダイアル回数
自動的にリダイアルを行う回数を 0～ 15の範囲で設定します（初期
値：5）。
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10.7　 送信設定
オートリダイアル間隔
自動的にリダイアルを行う間隔を 1～ 15の範囲で設定します（初期
値：1）。
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10.8　受信設定

10.8.1 オフモード時の出力設定（G3）
ファクス受信した文書をプリントしないようにしておき、曜日と時刻を
決めてまとめてプリントします。プリントを停止する時間帯を設定した
り、プリント操作をパスワードで規制することにより、深夜に受信した
ファクスなども安全に受け取ることができます。

プリント停止できるのは、ファクス受信した文書に限ります。

コピーやPCプリントの場合は、プリント停止されません。

プリント停止を曜日ごとに設定できます。

時刻設定した場合は、プリント開始時刻になると、プリント停止
中に保存されていた文書を自動的にプリントします。
指定した時刻以外に手動でプリントするときは、［ユーザ保守］の
［プリント処理］でプリント開始の操作をしてください。
プリント停止を設定すると送信側では「送信できませんでした」
と表示されることがあります。

時刻指定
プリントの開始時刻と停止時刻、曜日を設定します。

時刻は 24時間制で入力します。

時刻を設定する場合は、必ず曜日も設定してください。

曜日ごとに異なる時刻を設定することはできません。

開始時刻と停止時刻を同じ数値にすることはできません。
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10.8　 受信設定
プリント制御パスワード
プリント開始操作をパスワードで規制する場合は、「プリント制御パス
ワード」を登録してください。テンキーから 4桁のパスワードを設定し
ます。

プリント制御パスワードが未登録の場合は、パスワードを入力し
なくてもプリントを開始できます。
プリント停止を設定すると、タッチパネルにプリント停止アイコ
ンが表示されます。

10.8.2 受信文書ボックス削除（G3/IP/I-FAX/ 中継
/E-Mail）

［受信文書］－［ボックス］で登録した受信文書ボックスを削除します。
削除する受信ボックスを選択します。メッセージを確認して、［はい］を
押します。 受信文書ボックスの登録について

は、「文書管理」（p. 10-9）をごら
んください。

･ 受信ボックスを削除すると、受
信ボックス内の文書も削除され
ます。
･ ソフトスイッチ設定により、受
信ボックスを削除せずにボック
ス内部の文書を削除できます。
詳しくは、「ユーザーズガイド 
ネットワーク管理者編」をごら
んください。
･［一般文書］ボックス、［ネット
ワーク］ボックス、［G3-1］
ボックス、［G3-2］ボックスは
削除されませんが、ボックス内
の文書は削除されます。
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10.9　レポート設定

10.9.1 結果レポート（G3/IP/I-FAX/ 中継 /E-
Mail/FTP/SMB）

結果レポートの出力条件を設定します。送信時にこの内容は変更できま
す（初期値：「相手先が 1ヵ所のとき：不達のとき「相手先が 2ヵ所以上
のとき」：不達のとき」）。
相手先の数によって結果レポートの出力のしかたを設定します。
出力する：送信するごとに結果レポートを出力します。
不達のとき：送信できなかったときだけ、結果レポートを自動的に出力
します。
出力しない：結果レポートを出力しません。

10.9.2 通信管理レポート（G3/IP/I-FAX/ 中継 /E-
Mail/FTP/SMB）

50 通信ごとに通信管理レポートを自動的に出力する / しないを設定しま
す（初期値：出力する）。
管理者保守設定 10-28



第 11章

ファクス /スキャン機能で困ったとき 第11章
ここでは、ファクス /スキャンを使用しているときに起きる現象や対処方法について説明していま
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11.1　送信できない

送信できない場合は、次の表を参照して処置をしてください。処置をしても正常に送信できない場合は、
サービス実施店にお問い合わせください。

･ 送信できなかった場合は、結果レポートが出力されます。詳しくは、「結果レポート」（p. 8-8）をごらんください。
（結果レポートをプリントするように設定している場合）
･ エラーメッセージについては、「エラーメッセージが表示された」（p. 11-5）をごらんください。
･ 原稿づまり、用紙づまり、画質が悪い、トナーがなくなったなどのトラブルについては「ユーザーズガイド コピー機
能編」をごらんください。

11.1.1 G3 ファクス

11.1.2 インターネットファクス /IP アドレスファクス /ネットワークスキャン
送信（E-Mail/FTP/SMB）

チェックポイント 処置

送信の手順は正しいですか？ 送信手順を確認して、もう一度送信してください。

相手のファクス番号は正しいで
すか？ワンタッチやプログラム
宛先は、正しく登録されていま
すか？

ワンタッチやプログラム宛先を使用している場合は、ファクス番号の登録に誤り
がある場合があります。
ワンタッチリストをプリントするなどして、正しく登録されているかを確認して
ください。
誤りがある場合は修正してください。

電話回線の設定は正しいです
か？

設定メニューの［ダイアル方式］はお使いの電話回線に合っていますか？
設定を確認して、誤りがある場合は修正してください。

モジュラーケーブルの接続は正
しいですか？

モジュラーケーブルが外れていませんか？
モジュラーケーブルの接続を確認し、外れている場合は、接続してください。

受信側にトラブルはありません
か？

受信側のファクスの電源が切れている、用紙がないなどのトラブルはありません
か？
受信側に電話をかけて確認してください。

パスワード送信時に、パスワー
ドを間違えていませんか？

相手先のパスワードを確認し、正しいパスワードで送信し直してください。

チェックポイント 処置

送信しようとしている電子メー
ル容量がSMTPサーバー容量を
超えていませんか？

SMTPサーバー容量が設定されている場合、設定されているサイズを超えると、
エラーとなり送信できません。SMTPサーバー容量の設定については、「ユーザー
ズガイド ネットワーク管理者編」をごらんください。

送信の手順は正しいですか？ 送信手順を確認してもう一度送信してください。送信の手順については「操作の
流れ」（p. 4-2）をごらんください。

ネットワークの設定や接続は正
しいですか？

ネットワークの設定や接続を確認してください。ネットワークの設定については
「ユーザーズガイド ネットワーク管理者編」をごらんください。

本機のメールアドレスは設定さ
れていますか？

本機のE-Mail アドレスを確認し、設定してください。E-Mail アドレスの設定に
ついては「ユーザーズガイド ネットワーク管理者編」をごらんください。

ケーブル類が正しく接続されて
いますか？

ネットワークケーブル、モジュラーケーブルなどの接続が正しいか確認してくだ
さい。

相手のファクス番号やアドレス
は正しいですか？ワンタッチや
プログラム宛先は正しく登録さ
れていますか？

ワンタッチやプログラム宛先を使用している場合は、ファクス番号の登録に誤り
がある場合があります。
ワンタッチリストをプリントするなどして、正しく登録されているか確認してく
ださい。

受信側にトラブルはありません
か？

受信側のファクスの電源がOFFになっている、用紙がないなどのトラブルはあり
ませんか？受信側に電話をかけるなどして確認してください。
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11.2　受信できない

受信できない場合は、次の表を参照して処置をしてください。処置をしても正常に受信できない場合は、
サービス実施店にお問い合わせください。

･ 送信できなかった場合は、結果レポートが出力されます。詳しくは、「結果レポート」（p. 8-8）をごらんください。
（結果レポートをプリントするように設定している場合）
･ エラーメッセージについては、「エラーメッセージが表示された」（p. 11-5）をごらんください。
･ 原稿づまり、用紙づまり、画質が悪い、トナーがなくなったなどのトラブルについては「ユーザーズガイド コピー機
能編」をごらんください。

11.2.1 G3 ファクス

トラブルの内容 チェックポイント 処置

受信できない 用紙はセットされていま
すか？

用紙補給アイコンが点灯している場合は、用紙がなくなり、メモリ
に受信原稿が蓄積されています。用紙を補給してください。
用紙補給の操作については、「ユーザーズガイド コピー機能編」を
ごらんください。

用紙がつまっていません
か？

紙づまりが発生している場合は、メモリに受信原稿が蓄積されてい
ます。
つまっている用紙を取り除いてください。
紙づまりの処置については、「ユーザーズガイド コピー機能編」を
ごらんください。

トナーがなくなっていま
せんか？

トナーがなくなると、受信できません。
すぐにトナーカートリッジを交換してください。
トナーカートリッジの交換操作については、「ユーザーズガイド コ
ピー機能編」をごらんください。

手動受信に設定されてい
ませんか？

設定メニューの［着信方式］が［手動］に設定されている場合は、
受信の操作が必要です。「手動受信（電話専用）」（p. 5-5）を参照し
て受信の操作をしてください。

モジュラーケーブルの接
続は正しいですか？

モジュラーケーブルが外れていませんか？
モジュラーケーブルの接続を確認し、外れている場合は、接続して
ください。

送信側から Fコードで正
しくないSUBアドレス
が送信されていません
か？

親展送信や IP中継送信の場合、正しくないSUBアドレスを受信す
ると、通信エラーが発生し、受信できない場合があります。送信側
にSUBアドレスの設定を確認してください。

プリントされない 強制メモリ受信が設定さ
れていませんか？

強制メモリ受信が設定されている場合は、次の手順で受信文書を確
認します。
1.［ジョブリスト］を押します。
2.［文書］タブを押します。
3.［受信文書］を押します。
4. 受信した文書の種類を選択します。
5. プリントまたは転送を行います。
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11.2　 受信できない
11.2.2 インターネットファクス /IP アドレスファクス

トラブルの内容 チェックポイント 処置

受信できない 用紙はセットされていま
すか？

用紙補給アイコンが点灯している場合は、用紙がなくなり、メモリ
に受信原稿が蓄積されています。用紙を補給してください。
用紙補給の操作については、「ユーザーズガイド コピー機能編」を
ごらんください。

用紙がつまっていません
か？

紙づまりが発生している場合は、メモリに受信原稿が蓄積されてい
ます。つまっている用紙を取り除いてください。
紙づまりの処置については、「ユーザーズガイド コピー機能編」を
ごらんください。

トナーがなくなっていま
せんか？

トナーがなくなると受信できません。すぐにトナーカートリッジを
交換してください。
トナーカートリッジの交換操作については、「ユーザーズガイド コ
ピー機能編」をごらんください。

ネットワークケーブルの
接続は正しいですか？

ネットワークケーブルの接続を確認し、外れている場合は接続して
ください。

メモリ不足ではありませ
んか？

メモリ残量を確認してください。
残量が不足しているときは、受信できない、または受信しても印刷
できなくなります。

プリントされない 強制メモリ受信が設定さ
れていませんか？

強制メモリ受信が設定されている場合は、次の手順で受信文書を確
認します。
1.［ジョブリスト］を押します。
2.［文書］タブを押します。
3.［受信文書］を押します。
4.受信した文書の種類を選択します。
5.プリントまたは転送を行います。
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11.3　エラーメッセージが表示された

本機にトラブルが発生するとエラー画面が表示され、次のエラーメッセージが表示されます。次の表を参照
して処置をしてください。
処置をしても正常に通信できない場合は、サービス実施店にお問い合わせください。

11.3.1 G3 ファクス

エラーメッセージ 処置

原稿サイズが検出できません 原稿サイズが検出できませんでした。原稿サイズを選択してくださ
い。

oooとは同時設定できません 同時に設定できない機能を選択しています。どちらか一方の機能を
指定してください。

メモリ残量不足のため、読込み中ジョブを消去
しました

メモリがいっぱいです。プリント待ちなどの文書がある場合は、メ
モリ内の文書をプリントしてください。

トラブルですサービスにトラブルコードを連絡
してください

本機に何らかのトラブルが発生しました。画面に表示されているト
ラブルコードをサービス実施店に連絡してください。
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11.4　エラーコード表

11.4.1 E-Mail 送信 / インターネットファクス送信

11.4.2 インターネットファクス受信

エラーコード 原因 処置

E4DXXX SMTPサーバアドレスが設定されていないため、
メールサーバと接続できません。

SMTPサーバアドレスを設定してください。

E5AXXX DNSの設定が正しくないため、送信できませ
ん。

DNSの設定を確認してください。

E5DXXX E-Mail アドレスまたは、相手先のE-Mail アド
レスが設定されていないか、正しくないため、
送信できません。

設定および、相手先E-Mail アドレスを確認して
ください。

E6FXXX 送信できない大きなサイズのデータを送信しよ
うとしました。

読み込みが完了しても、原稿によっては送信で
きない場合があります。
画質を 200 dpi、または 200 ×100 dpi に変更
して送信し直してください。

E7XXXX SMTP認証に失敗しました。 SMTP認証のアカウントとパスワードを確認し
てください。

EAXXXX LANケーブルが接続されていないか、SMTP
サーバとの通信に失敗しました。または、誤っ
た相手先アドレスに送信しようとしました。
（SMTP上のプロトコル異常）

LANケーブルが正しく接続されているか、
SMTPサーバが通信できる状態にあるか、サブ
ネットマスクなどネットワーク設定に誤りがな
いか、相手先のE-Mail アドレスを確認してくだ
さい。

EAX212 SMTP認証が必要です。 SMTP認証の設定を有効にしてください。

EABF4F POP3 before SMTPの設定が正しくありませ
ん。

管理者保守のPOPサーバの設定を確認してくだ
さい。

EABF50 POP3 before SMTPの認証に失敗しました。 POPアカウントとパスワードを確認してくださ
い。

エラーコード 原因 処置

E40XXX POP3サーバアドレスが正しく設定されていな
いため、メールサーバと接続できません。また
はサーバの異常のため、サーバと接続できませ
ん。

POP3サーバアドレスを確認してください。
POP3サーバが正常に動作しているか確認して
ください。

E50XXX
E51XXX
E52XXX

POP3ユーザ名またはパスワードが設定されて
いないか正しくないため、受信できません。

設定を確認してください。

E60XXX
E61XXX

POP3受信で印字できないデータを受信しまし
た。
TIFF-F 形式以外の添付ファイルや1行が 1000
文字を超えるテキスト、データサイズの大きい
メールを受信した、またはデータが何もない
メールを受信しました。

送信者に確認してください。

E7XXXX APOPの認証に失敗しました。 POP3のアカウントとパスワードを確認してく
ださい。

ECXXXX LANケーブルが接続されていないか、POP3
サーバとの通信に失敗しました。またはユーザ
名、パスワードがサーバに登録されていないか、
装置本体の設定と異なります。（POP上のプロ
トコル異常）

LANケーブルが正しく接続されているか、
POP3サーバの設定に誤りがないか確認してく
ださい。
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11.4　 エラーコード表
11.4.3 ファイル送信（FTP）

11.4.4 ファイル送信（SMB）

エラーコード 原因 処置

ED0101 ユーザ名が入力されていないか、長すぎます。 ユーザ名が1文字以上最大文字数以下であるか
確認してください。

ED0102 パスワードが入力されていないか、長すぎます。 パスワードが1文字以上最大文字数以下である
か確認してください。

ED0103 サーバーのアドレスが間違っています。 FTPサーバーの IP アドレスが 1文字以上である
か確認してください。

ED0201 ソケット生成エラーです。 設定を確認してください。

ED0202 接続タイムアウトです。 接続できる状態か確認してください。

ED0203 DNSエラーです。 DNS設定を確認してください。

ED0204 サービスが利用不能です。 送信先に FTPサーバーが起動しているか確認し
てください。

ED0205 その他接続エラーです。 接続状態および設定を確認してください。

ED0301 送信エラーです。 設定を確認してください。

ED0302 受信エラーです。 設定を確認してください。

ED0303 通信がタイムアウトしました。 接続が切断されていないか確認してください。

ED0304 その他のソケット通信エラーです。 設定を確認してください。

ED0401 Render 異常です。 －

ED0501 ジョブが強制的に中断されました。 中断したジョブを送信し直します。

EDFFFF その他の異常が発生しました。 接続状態および設定を確認してください。

エラーコード 原因 処置

EE09C6 転送先コンピューターの応答がありません。 アドレスが間違っていないか、コンピューター
が起動しているか、ネットワークにエラーがな
いか確認してください。

EE09C7 ログインに失敗しました。 ユーザ名、パスワードが正しいか確認してくだ
さい。

EE09C8 転送先フォルダがありません。 指定フォルダが正しいか確認してください。

EE09C9 保存先のディスクがいっぱいになっています。 配信先（SMB）のディスクに十分な空き容量が
あるか確認してください。

EE09CA コマンドタイムアウトしました。 送信し直してください。

EE09CB 指定したフォルダへのアクセス権がありません。 配信先フォルダが共有になっているか確認して
ください。

EE09CF 下位モジュールが INIT されていません。 本機電源をOFFにして、再起動してください。

EE0AC0 Render 異常です。 －
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11.4　 エラーコード表
11.4.5 IP アドレスファクス送信

11.4.6 IP 中継送信

11.4.7 インターネットファクス  フルモード通信

エラーコード 原因 処置

E5AXXX DNSの設定が正しくないため、送信できませ
ん。

DNSの設定を確認してください。

E6FXXX 送信できない大きなサイズのデータを送信しよ
うとしました。

読み込みが完了しても、原稿によっては送信で
きない場合があります。
画質を 200 dpi、または 200 ×100 dpi に変更
して送信し直してください。

E7XXXX SMTP認証に失敗しました。 SMTP認証のアカウントとパスワードを確認し
てください。

EAXXXX LANケーブルが接続されていないか、相手装置
との通信に失敗しました。または、間違った相
手先アドレスに送信しました。

LANケーブルが正しく接続されているか、相手
先装置が通信できる状態にあるか、サブネット
マスクなどネットワーク設定に誤りがないか、
相手先の IPアドレスを確認してください。

EAX212 SMTP認証が必要です。 SMTP認証の設定を有効にしてください。

エラーコード 原因 処置

E4FFFE 中継機が送信したかどうか不明のまま所定時間
が経過しました。（IP中継機からの結果通知を所
定時間内に受信できませんでした。）

送信相手に受信できたか確認してください。

E53XXX ゲートウェイ送信で指定された宛先が正しくな
いため送信できません。

送信者に確認してください。

E65XXX ゲートウェイ送信できないデータを送信しよう
としています。TIFF-F 形式以外の添付ファイル
や1行が 1000文字を超えるテキストを送信し
ようとしています。

送信者に確認してください。

E7XXXX SMTP認証に失敗しました。 IP 中継の設定を確認してください。

EBXXXX ゲートウェイ送信のための送信データ受信がで
きません。

メールサーバが通信できる状態にあるか、また
はネットワーク設定に誤りがないかドメイン名
が一致しているか確認してください。

FFF003 IP 中継の結果通知待ちの状態です。 IP 中継機側の送信が完了するまでお待ちくださ
い。

エラーコード 原因 処置

E4FFFC 相手装置が受信したかどうか不明のまま所定時
間が経過しました。（MDN応答を所定時間内に
受信できませんでした。）

送信相手に受信できたか確認してください。

E4FFFD 結果待ち管理数をオーバーしました。 送信相手に受信できたか確認してください。

E4FFFF MDN/DSNの応答で異常が通知されました。 再度文書を送信してください。

FFF001 相手装置が正常に受信しました。（MDN応答を
受信しました。）

不要
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11.5　「サービスに連絡してください」と表示されたら（サービス
コール）

お客様では処置できないトラブルが起こったとき、「サービスに連絡してください」というメッセージが画
面上に表示されます。（サービスコール画面）
ここでは、サービス実施店に電話でトラブルを知らせる手順を説明します。

思わぬ事故になる恐れがありますので、サービスコール画面が表示され通信できなくなった場合は、次
の処置をしてください。
1. トラブルコード番号を書き留めます。
2.【副電源スイッチ】、【主電源スイッチ】をOFFにします。
3. 電源プラグをコンセントから抜きます。
4. サービス実施店に連絡し、トラブルコード番号をお知らせください。
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第 12章

付録 第12章
ここでは、ファクス /スキャン機能の製品仕様や、入力文字の一覧などの情報を記載しています。

12.1　製品仕様 ........................................................................................................12-2
12.2　こんなときには ...............................................................................................12-4
12.3　文字を入力するには .........................................................................................12-5
12.4　入力文字一覧 ................................................................................................12-11



12.1　製品仕様

12.1.1 インターネット FAX仕様

12.1.2 IP アドレス FAX仕様

12.1.3 ファイル送信（FTP）仕様

12.1.4 ファイル送信（SMB）仕様

項目 仕様

通信プロトコル 電子メール送信：SMTP（IETF RFC2821 およびRFC2822）手順、TCP/IP 通信
電子メール受信：POP3（IETF RFC1725 およびRFC1939）手順、TCP/IP 通信

送信原稿サイズ A4、B4、A3

解像度 200 × 100 dpi、200 × 200 dpi、400 × 400 dpi、600 × 600 dpi

データフォーマット 電子メール形式：MIME
添付ファイル形式：TIFF-F

符号化方式 MH、MR、MMR

適合回線 イーサネット LAN（100BASE-TX、10BASE-T 接続）

宛先登録 メールアドレスを登録：最大 300件

項目 仕様

通信プロトコル 電子メール送信：SMTP（IETF RFC2821 およびRFC2822）手順、TCP/IP 通信

送信原稿サイズ A4、B4、A3

解像度 200 × 100 dpi、200 × 200 dpi、400 × 400 dpi、600 × 600 dpi

データフォーマット TIFF-F

符号化方式 MH、MR、MMR

適合回線 イーサネット LAN（100BASE-TX、10BASE-T 接続）

宛先登録 送信先 IP アドレスまたはホスト名を登録：最大300件

項目 仕様

通信プロトコル TCP/IP 通信

送信原稿サイズ A6、B6、A5、B5、A4、B4、A3、Letter、Legal、Executive、11 × 17、5-1/2 × 8-1/2

解像度 200 × 100 dpi、200 × 200 dpi、400 × 400 dpi、600 × 600 dpi

データフォーマット TIFF、PDF

符号化方式 MH、MMR

適合回線 イーサネット LAN（100BASE-TX、10BASE-T 接続）

宛先登録 IPアドレスまたはホスト名を登録：最大 300件

項目 仕様

通信プロトコル TCP/IP 通信

送信原稿サイズ A6、B6、A5、B5、A4、B4、A3、Letter、Legal、Executive、11 × 17、5-1/2 × 8-1/2

解像度 200 × 100 dpi、200 × 200 dpi、400 × 400 dpi、600 × 600 dpi

データフォーマット TIFF-F、PDF

符号化方式 MH、MMR

適合回線 イーサネット LAN（100BASE-TX、10BASE-T 接続）

宛先登録 コンピューターの IP アドレスまたはホスト名を登録：最大300件
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12.1　 製品仕様
12.1.5 受信文書の転送仕様

12.1.6 IP 中継仕様

12.1.7 ファクス仕様

項目 仕様

転送先登録 Fコード、ナンバー・ディスプレイ、ダイアルインと転送先メールアドレスを指定。

項目 仕様

中継先 最大 8カ所

送信先 ファクス

項目 仕様

画像メモリ 容量 64 MB

蓄積枚数 約 3,500枚（A4 w、B/W 5%以下）
画質：200 ×100 dpi
約 3,500枚（A4 w、B/W 5%以下）
画質：200 dpi
約 1,800枚（A4 w、B/W 5%以下）
画質：400 dpi

適応回線 加入電話回線（ファクシミリ通信網を含みます）PBX回線

通信規格 G3

伝送速度 2400 / 4800 / 7200 / 9600 / 12000 / 14400 / 16800 / 19200 / 21600 / 24000 / 
26400 / 28800 / 31200 / 33600 bps

伝送時間 約 3秒
A4判 700文字程度の当社標準原稿を、画質［200 ×100 dpi］で送信した場合の時間です。
これは画像だけの伝送時間で、通信の制御にかかる時間はふくみません。実際の通信時間は、
原稿の内容や相手側の機種、電話回線の状態などにより異なります。

符号化方式 MH / MR / MMR / JBIG

最大読取りサイズ 原稿ガラスの場合 : 297 × 420 mm （A3サイズ）、または11 × 17 インチ （Ledger サイズ）
ADFの場合 : 幅 297 × 長さ 1000 mm（200 × 100 dpi、200 dpi、400 dpi）

幅 297 × 長さ 432 mm（600 dpi）

最大記録サイズ 297 × 420 mm（A3サイズ）、または11 × 17 インチ（Ledger サイズ）
セットされている用紙サイズより長い原稿を受信した場合は、ページ分割設定にしたがって印
字されます。
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12.2　こんなときには

12.2.1 ファクス情報サービスを利用する

ファクス情報サービスを利用するときの基本的な操作を説明します。

ダイアル（パルス）回線をお使い
の場合は、パルスをトーンに切り
替える必要があります。サービス
コードを入力する前に、［トーン］
または【＊】を押し、トーンを送
出できる状態にしてください。

A ファクス / スキャン画面の［オンフック］を押し、ファクス情報
サービスの電話番号を指定します。

サービスに接続するとアナウンスが聞こえます。

B サービスの案内に従って、必要なサービスコードを指定します。

ADF、または原稿ガラスに原稿が
セットされている場合は、着信し
ても［受信］は反転表示しません。
この場合は、［受信］を押して反転
表示させてください。

C ［受信］を押し、サービスの案内に従って［実行］または【ス
タート】を押します。

受信が開始されます。

【スタート】を押した場合は、確認画面が表示されます。［は
い］を押し、［OK］を押すと受信が開始されます。

12.2.2 メモリへの蓄積について
本機のメモリには、各機能（コピー、プリント、スキャン、ファクス）
から 64文書を蓄積することができます。

･ 契約内容や詳しい操作方法につ
いては、ご利用になるファクス
情報サービスの提供元にお問い
合わせください。
･ 必要に応じ、回線モニター音レ
ベルを調整しておきます。回線
モニター音レベルは、0～ 5の
範囲で調整できます（工場出荷
時は 3に設定されています）。
ファクス情報サービスの音声ガ
イダンスを聞き取りやすくする
ため、大きめに設定しておくこ
とをお薦めします。

原稿の読込み中に、メモリがいっ
ぱいになりオーバーフローするこ
とがあります。この場合は、途中
まで読込んだ原稿を送信するか、
もう一度最初から送信するかを選
択することができます。
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12.3　文字を入力するには

宛先登録や部門登録などで文字を入力するときに表示される、文字入力
画面の操作について説明します。数字を入力するときはテンキーから直
接入力します。

12.3.1 入力モードを切換える
目的の文字を入力するために、全角文字、半角文字の切換えや文字の種
類（ひらがな、漢字、カタカナ、英字、数字、記号）の切換えを行いま
す。

A 文字入力画面で入力モード切換えキーを押します。

入力モード画面が表示されます。

ひとこと

［半角］が選択されている場合は、
［ひらがな 1（あ）］および［ひら
がな 2（が）］は表示されません。

B ［全角］または［半角］を押し、入力モードを選択します。

C ［OK］を押します。

入力モードが選択されます。

12.3.2 ひらがなを入力する

入力モードの表示方法については、
「入力モードを切換える」（p. 12-
5）をごらんください。

A 入力モード画面で［ひらがな 1（あ）］を押して、［OK］を押し
ます。
濁音（「がぎぐげご」など）、半濁音（「ぱぴぷぺぽ」）、拗音
（「きゃきゅきょ」など）を入力したいときは、［ひらがな 2
（が）］を押します。

ひとこと

･ 入力モード切換えキーには選択
されている入力モード名（「全－
ひらがな1」など）が表示され
ます。
･ 文字入力画面によっては入力
モード切換えキーが表示されま
せん。
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12.3　 文字を入力するには
B 表示されているキーボードから、入力する文字のキーを押しま
す。

C ［確定］を押します。

12.3.3 漢字を入力する

入力モードの表示方法については、
「入力モードを切換える」（p. 12-
5）をごらんください。

A 入力モード画面で［ひらがな 1（あ）］を押して、［OK］を押し
ます。
濁音（「がぎぐげご」など）、半濁音（「ぱぴぷぺぽ」）、拗音
（「きゃきゅきょ」など）を入力したいときは、［ひらがな 2
（が）］を押します。

B 表示されているキーボードから、入力する文字のキーを押しま
す。

C ［変換］を押します。

変換候補画面が表示されます。

･ 入力した文字や数字を修正する
場合は、［←］、［→］で修正する
文字にカーソルを合わせ、［削
除］を押し、文字や数字を入力
します。
･ 入力した文字を全て取消す場合
は、【C】を押します。
･ 文字数が制限を超えると、最後
の文字が入力した文字に置換え
られます。
･ 文字の削除のしかたはソフト
ウェアDIPSW（モード 478）
で設定できます。ソフトウェア
DIPSWについては、「ユーザー
ズガイド ネットワーク管理者編」
をごらんください。

･ 入力した文字や数字を修正する
場合は、［←］、［→］で修正する
文字にカーソルを合わせ、［削
除］を押し、文字や数字を入力
します。
･ 入力した文字を全て取消す場合
は、【C】を押します。
･ 文字数が制限を超えると、最後
の文字が入力した文字に置換え
られます。
･ 文字の削除のしかたはソフト
ウェアDIPSW（モード 478）
で設定できます。ソフトウェア
DIPSWについては、「ユーザー
ズガイド ネットワーク管理者編」
をごらんください。
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12.3　 文字を入力するには
D 表示された候補の中から、入力したい漢字のキーを押します。

目的の漢字が表示されないときは、［↓］、［↑］を押して、目
的の漢字を検索してください。

12.3.4 カタカナを入力する

入力モードの表示方法については、
「入力モードを切換える」（p. 12-
5）をごらんください。

A 入力モード画面で［カタカナ 1（ア）］を押して、［OK］を押し
ます。
濁音（「ガギグゲゴ」など）、半濁音（「パピプペポ」）、拗音
（「キャキュキョ」など）を入力したいときは、［カタカナ 2
（ガ）］を押します。

B 表示されているキーボードから、入力する文字のキーを押しま
す。

･ 入力した文字や数字を修正する
場合は、［←］、［→］で修正する
文字にカーソルを合わせ、［削
除］を押し、文字や数字を入力
します。
･ 入力した文字を全て取消す場合
は、【C】を押します。
･ 文字数が制限を超えると、最後
の文字が入力した文字に置換え
られます。
･ 文字の削除のしかたはソフト
ウェアDIPSW（モード 478）
で設定できます。ソフトウェア
DIPSWについては、「ユーザー
ズガイド ネットワーク管理者編」
をごらんください。

入力する文字の全角、半角の切換
えかたについては、「入力モードを
切換える」（p. 12-5）をごらんく
ださい。
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12.3　 文字を入力するには
12.3.5 英数字を入力する

入力モードの表示方法については、
「入力モードを切換える」（p. 12-
5）をごらんください。

A 入力モード画面で［英数（A）］を押して、［OK］を押します。
数字を入力するときはテンキーから直接入力します。

B 表示されているキーボードから、入力する文字のキーを押しま
す。

･ 英数字の入力で大文字・小文字
を切換えたい場合は、［Caps］
を押します。解除する場合は、
再度［Caps］を押します。
･ 入力した文字や数字を修正する
場合は、［←］、［→］で修正する
文字にカーソルを合わせ、［削
除］を押し、文字や数字を入力
します。
･ 入力した文字を全て取消す場合
は、【C】を押します。
･ 文字数が制限を超えると、最後
の文字が入力した文字に置換え
られます。
･ 文字の削除のしかたはソフト
ウェアDIPSW（モード 478）
で設定できます。ソフトウェア
DIPSWについては、「ユーザー
ズガイド ネットワーク管理者編」
をごらんください。

入力する文字の全角、半角の切換
えかたについては、「入力モードを
切換える」（p. 12-5）をごらんく
ださい。
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12.3　 文字を入力するには
12.3.6 記号を入力する

入力モードの表示方法については、
「入力モードを切換える」（p. 12-
5）をごらんください。

A 入力モード画面で［記号（！）］を押して、［OK］を押します。

B 表示されているキーボードから、入力する文字のキーを押しま
す。

12.3.7 文字コードで入力する

入力モードの表示方法については、
「入力モードを切換える」（p. 12-
5）をごらんください。

A 入力モード画面で［ひらがな 1（あ）］または［ひらがな 2
（が）］を押して、［OK］を押します。

B ［コード］を押します

文字コード入力画面が表示されます。

･ 入力した文字や数字を修正する
場合は、［←］、［→］で修正する
文字にカーソルを合わせ、［削
除］を押し、文字や数字を入力
します。
･ 入力した文字を全て取消す場合
は、【C】を押します。
･ 文字数が制限を超えると、最後
の文字が入力した文字に置換え
られます。
･ 文字の削除のしかたはソフト
ウェアDIPSW（モード 478）
で設定できます。ソフトウェア
DIPSWについては、「ユーザー
ズガイド ネットワーク管理者編」
をごらんください。

入力する文字の全角、半角の切換
えかたについては、「入力モードを
切換える」（p. 12-5）をごらんく
ださい。
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12.3　 文字を入力するには
C 入力する文字の文字コード（4桁）を入力し、［変換］を押しま
す。

･ 文字コードはタッチパネルの数
字キーまたは［ABC］、［DEF］
で入力します。［ABC］は押す
ごとに、「A」「B」「C」「A」の
順に文字が変わります。［DEF］
は押すごとに、「D」「E」「F」
「D」の順に文字が変わります。
･ テンキーで文字コードを入力す
ることもできます。【＊】で
「A」「B」「C」を、【＃】で「D」
「E」「F」を入力できます。
･［直接］を押すと、文字入力の画
面に戻ります。
･ 文字コードと文字の対応につい
ては、Shift-JIS コード表
（p. 12-12）をごらんください。
付録 12-10



12.4　入力文字一覧

入力画面

+ +

+

+

+

+

+ +

++

+

+

ひらがな

カタカナ（全角）

英数字／記号

カタカナ（半角）

英数字／記号

（全角）
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12.4　 入力文字一覧
Shift-JIS コード
（一部入力できないものもあります）
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12.4　 入力文字一覧
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12.4　 入力文字一覧
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12.4　 入力文字一覧
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12.4　 入力文字一覧
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12.4　 入力文字一覧
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13.1　使用別索引

G

G3ファクス
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掲示板からポーリング受信をする ............................................................................................. 7-5
掲示板にポーリング送信をする ................................................................................................ 7-5
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ファクス情報サービスを利用する ........................................................................................... 12-4
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共通
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13.2　項目別索引

E
E-Mail 送信 ...................................................... 1-5

F
F コード ...................................4-16, 9-16, 9-25
F コードパスワード .......................................... 9-25

G
G3ファクス ..................................................... 1-6

I
IP アドレスファクス ........................................... 1-8
IP 中継配信 ....................................................... 1-8

P
PBX接続モード ............................................ 10-19
POP3受信 ....................................................... 9-8

あ行
宛先登録 ........................................................... 9-3
インターネットファクス ..................................... 1-7
インデックス ................................................... 9-22
エラーメッセージ ............................................ 11-5
応用－掲示板登録 ............................................ 4-31
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応用－ポーリング送信 ...................................... 4-32
応用－リモート取出し ...................................... 4-33
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回線モニタ音 ..................................................... 9-8
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画質－濃度 ...................................................... 4-21
画面設定－優先画面 ........................................... 9-4
画面設定－優先ファクス画面 ............................... 9-5
カラー ............................................................ 4-22
環境設定－言語選択 ................................ 9-4, 10-6
環境設定－出力設定－受信プリント出力設定－
ファクス /メール ............................................. 10-6
環境設定－出力設定－排紙トレイ設定 ................. 10-7
管理者設定－管理データメール送信 .................... 10-8
強制メモリ受信 ................................................. 7-2
掲示板 ................................................... 7-5, 9-24
掲示板リスト ..................................................... 8-6
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検索 ...............................................................4-12
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自動受信（ファクス優先） ....................................5-2
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受信管理レポート ...............................................8-5
受信情報 .........................................................5-12
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